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前橋市埋蔵文化財発掘調査団   



北に赤城山、捌こ横車一山、南西に妙義山の上毛三l＿1▼】がそびえ、その赤城山と榛名山の  

裾野の閃を南北に利根川が流れる、水と緑のあふれた地に前橋巾はあります。   

前橋は古代よりの文化に富んだ地で、束同の奈良と称されています。今から二万八千  

年前のIl≡ト石器から9基を数える剛旨定の古墳、関東の華とうたわれた前橋城、明治から  

の発展を物語る群馬県庁などの近代化遺産を始めとして多くの文化財があります。   

仁I然環境に恵まれたこの地では、人々が古代から生活を営んできた跡が市内いたると  

ころに見られます。古代束国の中心地としての生産力のある土地とも言え、埋蔵文化財  

の宝庫ともいえます。古代の遺跡の発掘調査による歴史を変える発見が毎年のようにあ  

り、本年の発掘調査でも貴重な資料を得ることができました。   

前橋市南部地区は市内でも従来遺跡のあまりない地区と言われてきましたが、古代か  

ら近他の遺跡が近年の調査で次々と発見されています。純文l甘代草創期のニヒ器が徳丸仲  

田遺跡より発見されるなど、地域の歴史を変える貴重な遺跡も見つかっています。  

この前橋南部地区より束部に横断して建設される北関東自動車道はそのほとんどが追  

跡地であり、前橋市ではその苗事業地である側道部分の発掘調査を実施しました。平成  

10年度は古墳時代から平安時代の水田跡や住居の跡が発見されました。   

前橋南部・束部地区にとっての始めての発見も多く、前橋苗の歴史を解明する貴重な  

資料を得ることができました。発掘調査は今後も続きますが、また新たな発見が期待さ  

れます。   

発掘調査にあたりまして、ご協力をいただきました北開謙王】軌中道対策室、県文化財  

保護課、県埋蔵文化財調査事業団、地元関係者、肺暑のなか調査に従事されました皆様  

方に感謝とお礼を申し上げます。  

平成11年3月  

前橋市規械文化財発相調査団  

団 長   渡 辺 勝 利   



1．本番は北関東IM裾甘道側道道路改良中葉に伴し、、乱鍬保存のために事前調査された徳丸高堰u遇潮、徳   

丸仲＝川l逝跡、西♯尺属11Ⅰ遺跡、＝明日常■木Ⅲ追跡、▼卜岬＝越漉1V追跡の粧蔵文化財発掘調査報告藷で   

ある。  

2．発掘調査は、了）i†楠†け腑哉文化財発抑制闇肘（団長 渡辺勝利）が受諾したもので、発掘調査凋委託を受   

けた山武甥・古学研究所が理蔵文化財剰胴／雌団の指導のもとに実施した。  

3．発据調査凋平成10年4ノj2封二Ⅰより平成11年3月19llの＝附こ実施した。  

4．遺跡のl亘測りは理蔵文化財発抑制暦l寸1の抑割こより、本文相戦の衷（表2）の通りに行われている。  

5．遺跡の所イlミ地および調査両種・担当者は、以下の通りである。  

追 跡 γ■   所 在 地   訓査面桃   

徳丸高嶋Il逝跡  1糊肝両紙九…用8－1仙   1，218日2   

徳丸仲川lIl追跡  嗣楠■‥丁徳丸l町75－1他   3，402‖12   

1封端尺司】11追跡  11†J楠舶購馴‖，166仙   370…2   

ート州Ill常本lI追跡  前橋市下用l‖叫●1，5′11－1仙   614…2   

←卜刊川l越渡1V追跡  前楠■肛l∴相川町1，535他  2，149m2   

調査担当者（山武考ホ学研究桝）  

丁▲葉孝之  

一千某孝之 失良棚文 野坪伸一 大越直二樹 長谷川秀久  

大越碇槻 矢ノ馴、lさ文 一丁・葉孝之  

近藤評－・ 郎  

Il‥崎悟 近藤晋一郎 紺朋放昭  

6．本省の編集はイ▲灘孝之・近藤晋一郎トl肛宮正光・大賀他が行ない、文賓は以下の通りである。  

Ⅰ序章  節1卓  

その他  

Il徳丸高堰II追跡 遺構・迫物  

ⅠⅠⅠ徳丸仲川III遺跡こ 遇邪・逝物  

1V 西鶉尺司IlI遺跡 遺構  

逝物  

V ‾‾卜増田常水ⅠⅠ追跡 避構  

Ⅵ ■l刊侶l越渡1V追跡 遺構  

遣物  

7．本調査において柑られたl灯面・写真等の記録類、  

7れノ（】毅  

千葉孝之 高階敏昭 大賀 健  

千共孝之 関宮正光  

千葉孝之 関宮．トt仁光  

千葉孝之l瑚甘什二光  

松Il＝攻基  

近藤習一111；  

近藤晋一郎  

松‖政基  

及び逝物は、前楠■IlT教育委員会で保管している。  

8．調査に際しては‾卜記の諸機関にご指導・ご協力をいただいた。   

群馬県教育委員会、前橋市北開束自動車道対策室、前橋打数育委い会、群蟻り，撒旦蔵文化財調査率業川、   

断成川総合社、（棚東仁l本舐機、須飢二Ⅰ二光（棚、前橋文化財研究所、描＝鋸j順二（棚、J・T空槻、降批11】善■り寺  

9．発掘調査及び整理調査参加者   

甘木集一 青木貞子 赤川享子 √刷1二r々千 才t■閃1専 石閻道子 ホ廿桐押lと 糸井栄子 糸井重信   

糸井政子 糸井ふみ イ州釧貞了・今朝≠子 今寂郁美 宇津木明子 梅111沖 江卸は枝 江l】弘子 大   

別良助 大伴義姉 大‥ト敬・■f・洛介高リJ小野上lげ用iミ 小町里みと 小町択H子 鎌吸取治 二伸」」祢吉   

木村春代 斉藤l‖ 板垣てる子 桜引けしい 佐々木房子 休押勝次郎ノ為‖Ⅰ儀一郎 新保宮恵 新イ姑竺一   

子 朱胱弘子 須藤利春 高橋山治 郎丸三卜女イノド 州旧測ミ 小川宗彦 奈良あいナ 萩原専一 萩焼   

呉理千 秋原洋子 札鳥繁夫 羽鳥なをノぷ川帥・イ子 半滞利江 蛭川宮人郎 腰曲ひろ子 星美和   

加越迫リユ堀越鮒了・丸Ⅰl卜保洋㌻ 射Il毅 三三楠美佃了・械＝義甜   



凡   例  

1．挿図申に使川した北方位は塵棟北である。  

2．挿剛こ建設省回土地理院発行1／2．5万地形l蛋l（前桶・高‥J㌶f・大胡・伊軌崎）と前橋市都市計画誹発行   

の1／2，500肘l引蛋1『73・74・75・76』、明油21年l勘也測局部発行1／20，000地方迅速図（伊勢崎凧・倉   

賀野騨）をイ勅l＝ノた。  

3．遺跡の略称は以下の通l）である。  

徳丸高堰11遺跡10（；－26  

徳丸仰Il川Ⅰ遺跡l∝；－27  

西善尺司ⅠIl遺跡10（j－28  

下相川常木丁Ⅰ追跡10ド」  

下脚1＝Ⅰ越渡IV追跡10ト、－5  

4．各逝構の略称は次の通りである。   

Ⅰ－Ⅰ一任捕跡  D－⊥坑   Ⅰ－井戸  K－据宜粧建物跡  W－構   

造一迫路状遺構、 P－牲穴  A－‖舶l畔  堀一別  阜浩一竪穴状逝構 方周一プJ形川溝墓  

5．掲戦した逝桃・遺物の縮尺は以‾lこ‘の辿りである。   

遺跡イ釘旧図1／50，000・1／25．000 調査l哀区割り図l／2，500 追跡全体図1／300   

各遺跡別調査届†立借1宮卜訓紬引夏割り対比図l／3，000   

上層堆棉模式図1／20・l／30・1／80   

遺構実測図1／60、l／t60   

逝柵セクションl蛋トエレベーションl架】1／30・1／60・1／80   

遺物実測図 二卜者謹・二】凋酎晶・鉄製■1■】－1／3 了1丁銭l／1  

石器・石製品l／3（石臥l／1）  

6．掲載したスクリントーンは以下を示す。  

l■  
‥・訓査l亘   

平成to咋度  

・調査区  
平成9年皮   

‥llj州ミ   ‥軽石  

As－Ⅰう   

‥軽石  

As－C  
（下川l廿常木】1追跡ではⅠ・ⅠⅠ・－ドP）   

…9・触紀前半  ‥廿＝l■  

ⅠⅠⅠ・－1一、A   

…灰剃   

施紬穐l川  

洪水層   

・内肝は1ユ也  

処理  

7．遺物糾察衣の計測佃（）は推定復元佃を示す。  

8．以下のテフラは略号を仙川する。   

浅川Ⅰう恨石……As－1う  洩削C脛石（4仙紀前半）……山一C   

榛孝一ニッ岳渋川テフラ（6世紀初頭）……ⅠⅠⅠ・－ドA  
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写真図版  
7 同 As－C肛卜耐2号沸  

8 同 弥生l掛代以前面全景  

軋版6 1 D区北側遺∧s－1i下†巾全景  

2 同 As－B－卜面2号Il舶岬  

3 同l・、∧に披預された帯状遺構  

4 同 ド∧土ノ剛析巾  

5 同 As－C混下面全景  

6 同 八s－C混‾下面1号吐畔  

7 同 弥姓時代以前面全県  

8 伺 弥肘時イt以前面3号満  

軋版7 1 Dl真南州道As－Ⅰう下佃全駅  

2 同 ∧s－11二卜面2号吐畔  

3 同 As－C混‾F析仁全損  

41司 ∧s－C混F面1号淋  

5 同 ∧s－C混下面2一別井  

6 同 弥牡時イt以前面全景  

7 同 弥珪時代以前面満  

8 同 弥丑l陽代以前面満土屑  

宍＝坂8 1 E区北側迫As－1う下1「fi仝居  

2 同 As－1う下面2号1岨畔  

3 何 As－Ii下面工只・痕  

4 同 As－C甘卜‾面全損  

5 同 ノIs－C甘lく1而1号満  

6 同 As－C混■卜而1寸土坑  

71司弥生崎イt以前両全景  

宝＝板‡）1 作業風賦  

2 E区南側迫八s－1！下面全県  

3 同 八s－1う←卜而1う≡川捌附断面  

4 同 ∧s－C混下面全景  

5 同 弥牲時イt以前面全景  

6 F区北側道∧s－1主下面全損   

ⅠⅠ徳丸高堰ⅠⅠ追跡  

図版11 B区北側道全㍍  

2 巨り 小判面1一片裾  

3llり 小・世面2号堀  

4 日土迫物  

匝＝版2 1 C区北側迫全㍍  
2 同 弥生時代以前面l号沸  

31司 As－1‡下耐土坑  

41ホJAs－Ⅰう‾‾＝面ピット群  

5 基本堆棚土層  

111徳丸伸昭川1遺跡  

匝＝仮3 1 A～IT区全景  

2 A区北側迫As－Ⅰ＝用招溜  

31司 As－C混下両全景  

41同．山一C混←1こ■lrけ1号満  

51司 弥生l掛代以前面全景  

l捌か11 C区北側迫As－1う▼卜両全景  

2 同 As－Ⅰう‾‾l叩刷1叫！  

31司」領一Ii下面水川  

4 同 As－1i下面ピット肝  

51百JAs－C温‾卜面全訳  

6 同 八s－C混下面1号土坑  

7 同 弥生時代以前面全景  

8 同 弥生時代以前面2サ潮  

匝‖i反5 1 C区南側l‖芭As－Ii下面全景  

21irj As－1‡下面1号l畦畔  

3 同 2号Il脚！lミ  

4 同 3号11狛岬  

5 川 As－C混下面全景  

6 同 As－C混■l、1巾ピット  



7 同 弥生時代以前両全祭  
8 同 弥生時代以前面1号構  

図版101 F区南側道As－C混下両全景  

2 同 As－C混下面土坑  
3 同 弥生時代以前両全景  

4 同 弥生時代以前而′」、掘込み  

5 G区北側道As－B下向全景  
6 同 As－C混下両全景  

7 同 あえほり跡（昭利40年以前）  

8 同 弥生時代以前両全景  

図版111 H区北側道西地区As－B下面全景  
2 同 As－B下面1号竪穴状遺構  

3 同 As－B下面1号畦畔・2号吐畔  

4 同 As－C混下而1号畦畔  

5 H区北側道東地区中・一朗官跡検山面会景  

図版12 1Ⅰ一Ⅰ区北側道東地区中・l勘舘跡検山面全景  

2 同l卜世鮨跡検山而3号満  

3 同l＝卜世館跡検出面4号満  

4 同 旧石器時代試掘坑  

5 作業風景  

6 実測風景  

7 肘土遺物   

Ⅳ 西善尺司In逝跡  

図版13 1 追跡全景（空掘）  

2 遺跡全景（空堀）  

図版14 1 西地区As－C棍下面1号堀全景  

2 同 As－C混下面全景  
3 同 弥生時代以前面7号土坑  

4 同 旧石器時代試掘坑  
5 作業風景  

6 調査前風景  

7 出土遺物   

Ⅴ ‾F増田′甘木1Ⅰ追跡  

図版151遺跡遠景（矢印部分）  
2 近世面2号満全景  
3 同 士層堆積状況  

4 同 3号満土層堆積状況  
5 同 5・6号柵全景  

図版16 1 近世面4－6号満仝兢  
2 同 1号道路状避構  

3 9世紀前半洪水層‾‾F而1号畦畔  

4 同 1号畦岬土層堆積状況  

5 同 1・2号畦畔  

6 同 1・2号tl鮒岬  

7 同 3号畦畔  

8 同 1・2・3号吐畔   

Ⅵ 下増田越渡Ⅳ遺跡  

図版17 1 追跡遠景  

2 A区北側道As－B下耐全景  
3 同 As－B下面ト2号満  
4 同 9世紀前半以降大満  

5 同 As－B‾F‘面 A区北トレンチ  

図版18 1 作業風景  

2 B区北側道 As－B下面14～16号柵  
3 同 1号住居跡  

4 同 道物山土状況  

5 同 カマド近景  

6 同 2号住居跡  
7 同 カマド近景  

8 同 7号住居跡  

図版19 1 B区北側道8号住居跡  
2 同 道物出土状況  

3 同 9号住屈・跡  

4 同10号住居跡  
5 同 41号土坑  
6 同 9世紀前半以前面1号押立杜建物跡  

7 同10・11号満（道路状遵構）  

8 同 9・l胴己前半以降大満  

図版20 1 C区南側道全景  
2 同 1号井戸跡  

3 同 道物山土状況  
4 同 2号井戸跡  

5 同 士層堆積状況  
6 同 3号住居跡・5号土坑  
7 同 4号住居跡  

Ⅰ乳版211 C区南側迫5号住居跡  

2 同 1号方形周沸墓  
3 同 士層堆積状況  

4 D区北側道As－B下面全景  
5 同 6号住居跡  

6 同 9世紀前半洪水層下向全景  
7 同 9世紀前半洪水層下面水口  

8 同 As－C混下面全景  

図版22 1 D区南側道9世紀前半洪水層下面全景  

2 同 As－C混‾F両全景  
3 E区北側道As－B下面全景  
4 同 As－B下而4号満土層堆積状況  

5 同 9世紀前半洪水層下面全景  
6 同 士層堆穂状況  

7 同 As－C睨下面全景  
8 同 As－C棍下而畦畔  

図版23 1 G区北側道As－B下面基本堆積二】二層  

2 同 As－B下面歯跡  

3 同 As－C況下面水田跡  

4 同 水口  
5 同 水田跡  
6 同 As－C混下面15号溝  
7 同 As－C混下†帥畦畔  

8 同 As－C混下耐水旧跡  

図版24 B区1・2号住居跡出土遺物  
図版25 B区7～10号住居跡・41号土坑・大潮、C  

区30号土坑・井戸・G区畠山土遺物  

図版26 遺構外山士道物   



Ⅰ序  章  

Ⅰ 序   

第1章 調査に至る経緯  

北関東l三Ⅰ動中道に係わる靴蔵文化財発抑調査は、肝′l丑牲理蔵文化財調査小米匝＝こより平成7咋度から行わ  

れている。本市においても、本線北側および南側に側近の建設を予定しており、本線剛求、軌成文化財包蔵  

他における工事であり執1肯の記録保存の発掘調査を行うこととなった。   

このため、本市では平成9年度から前橋†1りと関東IM臥車道対策室より、発掘訓査の依頗を受けて側道の調  

査を閻如した。横手湯＝遺跡を始め計4追跡の調査が行われ、貴重なデータを得ている。   

今年度の発据調査は平成10年4月6日付で前橋†l了長萩ノ射水惣治より前橋†け教育委員会あてに北開束l‡1勤王Iき二  

道側道道路改良事業に伴う本発据調査の休場がなされた。前相席教育委員会が組織する前橋市拙成文化財発  

堀誹闇用＝まこれを受託し、4月21日に内省のl！りで本発掘調査の委託契約が締結された。   

その後、前橋市址職文化財発掘調査惇＝ま本発相調査の委託契約を4月231：川‘で山武考了1▲学研究所と締結し、  

発抑制査厄前楠†l了肘枕文化財党側脚闇洞Iの指導のもと、平成11年3月191二ほでの調査潮岬で実施された。  

第2章 遺跡の地理・歴史的環境  

前橋†1丁は背後に赤城山、榛名山がそびえ、前方にはl期東平野が広がり、I川村郎と平野部の境に位置してい  

る。市域を地形的に区分すると、赤城山麓一帯に広がる大関々扇状地（赤城火l1」斜面）、赤城山麓端部から  

了1桐断廿術地の北部に広がる河成段丘、旧利根川淡路の広瀬川低地帯、南部かl】心に広がる前橋・伊勢崎台地  

の4つにおおむね区分される。硯利根川は前橋・伊勢l崎台地のlい央を縫うように北西より南東方向に流下し   

ている。   

大関々扇状地は赤城山の噴火に伴う火山砕屑岩層堆桃からなり、広域にわたり横傾斜を形成している。ま  

た、この傾斜†酎こは多くの小河川が商流する。そして、この傾斜面の端部と、11坤」根川により形成された完  

新他の河成段丘上には肝卜右端時代よりrlト近・lりこにわたる多くの遺跡が点在している。広瀬川低地帯では、前  

楠台地と大l用々扇状地とを分断するように、北川～南東方向へi日日犬に広がっている。関東ローム層の排積が  

ほとんど見られず、かつて利根川が迎搬してきた沖積砂礫物が厚く堆積している。そのため、遺跡が希薄で  

あるという見解が一般的であったが、近年の発据調査の紬朱、低地帯にも各時代にわたり遺跡が点在してい  

ることがlリJらかとなった。さらに、前橋・伊勢崎台地上には広弟捌＝低地帯を挟む河成段丘上と同様に、多く  

の追跡が展l非けることが知られているが、これまで純文時代以前の追跡についての検山例は極端に少なかっ  

た。しかしながら、前橋市松祉Ilけ高井桃ノ木遺跡の調査では、純文1掛代前期末よりl甘期初頭の一括資料が確  

認され、今回の北開刺≡l動非道関連の調査でも純文時代草創期の資料が検＝されるなどその数は徐々に増え  

ている。   

今恒1の北関東仁I動中道側道および同道路改良射業に伴う発抑調査は、節11葵＝こ示す過り前橋管内では15逝  

跡に及ぶ。この4区分される市域を東叫に棟断し、市の西端より東端までの広範な範囲で線状に実施されて  

いる。また、第2・3剛こ示す迅速図で見ると、基本地形の変化はないものの、周辺環境の変貌は著しい。   

本報告に掲潤する徳丸高堰遺跡（6）・紙九仲‖l追跡（7）・西韓尺司逝跡（8）の3逝跡は、旧利他l】流路であ  

る広漸川低地帯とその西側に広がる前橋・伊勢崎碩局側．．l二に、Ii■増‖常木追跡（12）・下蛸旧1越濾過跡（13）の  

両道跡はこの広瀬川低地苗と大関々扇状地とが接する河成段．1了：上に立地している。  

－1－   
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第1図 遺跡の位置と路線内の過跡  

表1 前橋管内北関東自動車道路関連遺跡一覧  
▼▼   

の  

と  

水  

と  

水  

水  

根  10咋側道   

水  10隼側道   

県  to咋側道  

狼  

と  

損  10年側道   

上  川咋側道   

県  

水  

遺 跡 ㌢－  馴イ巨牛捜  
早成1（叶吸  

平成8～1（）咋岐  

阜舶0年度  

守刃い）・10咋度  

・、ド成～）・10年度  

平成l（）咋度  

平成9・10咋腱  

判武宮）・10咋硬  

骨戊り・10咋度  

i自戒（）・10咋度  

坪成10佃壁  

平成8 十0咋度  

平成8～10年度  

平成8～10咋度  

坪成8咋度  

追 跡   

古墳叫代～追l廿の集落  

ハ朋畔代～申・追lりこの  

■t「J賞＝、目し∵近川の渠落  

ハ墳＝封t町平安叫代の  

－いi■洞≠十lい∵近川の  

了リ1■川肌十lい∵近川の  

拙文時代－1い・近lけの  

●いi■川肌十lい・近世の  

古‘椚畔代～叶・近他の  

王「脚甘代～近世の狼落  

近世の集落  

跡往時代～ll＝近lり：の  

■l■■朋岬代～lい∵近似の日  

組文時代～申・追l仕の  

■い賞＝、Ht～lい・近世の  

梯子井戸1粗造跡  

械手以＝＝出跡  

村 小 道 跡  

仲 川 遺 跡  

硝北路稜楠遺跡  

徳丸1モさ川変造跡  

徳丸伸m遺跡  

西＃ノ上司追跡  

Il一両1・＝指遺跡  

前 川 遺 跡  

▼t∴相川鳥遺跡  

卜相川常木遺跡  

卜州‖越渡遺跡  
萩Jj；（遺 跡  

荒井人目閻遺跡  

道訓奔報告眈川  

部分利春ネ朝浩  

部分調証本報告  
邦分削奔本棚・てIJ  

部分調査本報告  

部分調査本棚てlナ   

ーー 2 一一  



Ⅰ 序  ぎ：モ  

第2図 徳丸高唱・徳丸仲田・西善尺司追跡の位置（迅速図1：20，000倉賀野辟）  

第3図 下増田常木・下増田越濾過跡の位置（迅速図1：20，000伊勢崎町）  
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第5図 調査区区割り対比図（2）徳丸仲田遺跡   
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第8図 調査区区割り対比図（5）下増取越濾過跡（1   
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l 序  章  

第3章 調査の方法   

第1節 遺跡および調査地区の呼称   

（D 遺跡の呼称   

徳丸高堰追跡、徳丸イIl肘＝出跡、甘乱灯り追跡、■F州＝常木追跡、下川川越渡遺跡の5追跡は、いずれも各  

々里一遇跡であり、Ⅰ、Il‥等と本来は区分されるものではない。しかしながら、前橋苗教育委員会の指  

ま削こより、訓査および整理のイ敵音を図る為に、リ．j誹L蔵文化財肌奔軍兼肘が行った本線部分をIl夏（下榔二［1越  

渡追跡はⅠ・lll亘）、前橋市理職文化財党側朋悌胴lが実地した側道部分を調査年度毎に11区～Ⅳ区（下士馴］1  

越渡追跡は111・lV区）と以下の様にl亘分・呼称している。  

表2 地区別遺跡呼称一覧  

調ゴト牛皮  調 査 ▼盲 体  辿 跡 γ．  備  考  

附、馴．川l蔵文化財肌査珊瑚洞1  

前相打理撒文化財発灘闇用刊1  

附則．測職戊化財制査射光川  

11摘射い軋絨文化財絡晰紬奔・Jl  

l神路和則職文化財発相調査川  

群′l即．し肘哉文化財馴査却灘川  

前相打拙職文化1り■発掘調査川  

前楠了l】‘捏職文化財発掘調証肘Ⅰ  

群蟻県理職戌化肘訓査印米川  

前相打規職文化財発掘調皿肘  

附則．抽臓戊化肘闇■．慄即灘川  

前桶TIJ触哉文化財発灘闇相川l  

前橋吊理成文化財発掘調光Ⅷ  

徳 丸 高 嶋 辿 跡  

徳丸高相＝Ⅰ追跡  

徳 丸 イIl】＝ 追 跡  

徳丸川l＝11追跡  

徳丸伸け＝ll遺跡  
川 前 尺 司 道 跡  

西燕尺iり1【追跡  

西酋尺司ⅠⅠ＝故跡  

下川It＝甘木追跡  

卜増Il用●木ⅠⅠ追跡  

▼卜用＝越地道跡  

▼1、●岬川越渡川追跡  

‾卜増＝越渡IV追跡   

平成10咋度  

平成10年度  

平成9・10年度  

判戊9イlリ要  

平成10年度  

平成9・10年度  

平成9升凋二  

平成10イド度  

平成8・10年度  

平成10年度  

平成8・9咋度  

平成9イlリ変  

平成10咋度  

細
道
細
道
道
細
道
 
本
側
本
側
川
本
側
 
 

Ⅰう・C区  

A～Ⅰミl亘（18二l二区～2】二1二区）  

∧・C・D・E・F・G・Ⅰ▼l区  

∧～l）l亘  

取りつけ道路部分 ■西地区・東地区  

本線  

州道  

本練 Ⅰ（∧・lいC・l）区）、Ⅰ【（l卜Il夏）  

州道 C～ⅠIl亘  

側道 ∧・lう・C・Ⅰ）・E・Gl弓二   

② 調査区域の呼称   

今回、前橋†け州蔵文化財賂晰弧査甘で実施した各遺跡（側道部分）は、調査年度称に節4－8図に示す通  

り現追および親水路を基準として州かにl哀介される。その為、．州査のイ姐甘を図る目的で側道部分を西側より  

∧・B・・ⅠⅠ、叉木細部分を墳に北側を北側追、南側を南側道とそれぞれ呼称した。   

また、検州された遺構名も各調査区域毎に付して那奔を進めた。したがって、連続する調査1基地でIr盲卜一迫  

桃でありながら造構番号が異なる吻合も生じている。これらの遺構については各説明の小で同一遺構である  

ことを述べている。  

111わ、リーも草葉川北びに市教育委員会爽地道跡とは文化朋および遺構の碓認面について御指導を賜り、統一を  

図るよう努めた。しかし、回訓査牒は未報吾であり、検川遇制に関する呼称の統一は行われていない。  

－ 7 －   



第2節 調査の方法   

（か 遺構検出作業   

遺構の検川作業は、各地区別の各文化層の裡没状灘を碓認した＿l二で、表土屑および遺構抑認耐上部までの  

土層を重機により除去した。また、第1面の訓査終了後、節2耐以下（最大5耐調教）の掘り下げも同様に  

敦機によった。その後、鍵屑を慎兼に除去し遺構の検潮を行った。   

各文化層において遺構の有無が碓認できない場所や、平耐机こ遺構を把握することができない場合等は、  

状況に応じてサブトレンチを設定し、椰認を行ないつつ表土（各文化層までの土層）除去作業を実施した。  

尚、標準堆積土僻は調査区と区域外を隔する壁で実施している。   

② 遺構調査   

遺構の掛り下げに当たっては、半搬若しくはベルトを設定し、土屑を観察した後に完掘した。出土逝物に  

ついては、遺構外川土逝物はグリッド柘に一打して取り上げを行った。遺構内山土辿物については、まとま  

りのある資料については、状況に合わせた‖LL状況l渕を作成し収り上げを行い、また、その他の細片につい  

ては遺構内一括で収り＿1二げを行った。  

（卦 測量   

調査グリッドの基準点測最は、北開束仁l動中道本線建設事業の基咋点測鼻で川いられたトラバースを使川  

して行い、調査区城全体に同家座標系第IX系に合わせて10111カ眼のグリッドを設定した。このグリッドは当  

初、各追跡ごとに設定を行ったが、調査地l真の洲分帥こより同一名称のグリッドが数多く設定され、整理に  

混乱をきたす状況が予測された為に、グリッド表記をやめて南束殉の座株価で行うこととした。   

水準′・弐は公共水準を川い、調査区の各所にB．Mを設定し、測畠の便宜を図った。   

各遺構の測量に当たっては、粧没状態の観察等、逝構の全貌が把据できるよう記録した。   

遺構の平耐実測図は名文化層柘に航空測嵐を基本とし、状況に併せて平板による地上測盤も実施した。航  

空測量、平板測昆共に1／40縮尺で地l亘別のイ椚り測最せ行い、その後、炉‖受】を綿レ」、編基して1／200の遺跡全体  

図を作成した。   

尚、各遺構のセクション臥 エレベーションl対は1／20の縮尺で、遺物‖H二状況の個別実測についても同  

様に1／20の縮尺で作成した。   

④ 写真損影   

遺跡の全景写真は一部を除き、各文化屑毎に航空写共鋸影を実施した。航空写共掘影は6×6clll白黒、  

およびカラースライドフイルムにより実施した。   

各遺構の写真据形闇各調査の段階才引こ遺構の状況が把握できるように実施した。使用したカメラは小形カ  

メラ3台で、倣川フイルムは仁は‡、‡35Illlll、カラースライド35Illlll、カラー35Il川1の3緋類である。   

尚、重安遺構については、遺構の評紺が明椰に把握できるよう舶形した。  

（9 安全対策   

調三酎引こは、調査を実施していることを明示し、関係者以外の立入を禁止する為に、調査区の周囲に単竹  

パイプを2Ill囲帽で打ち込み、三重のロープで囲い、要所には立入禁止の看版を設惜した。   

その他、夜間の侵入を禁．11二する為に赤色灯をノ■ニは」－させ、安全の碓保につとめた。  

－ 8 一   



11徳丸高堰11追跡  

‾lI徳 丸 高 嶋1【追 跡   

第1章 遺跡の立地と周辺の遺跡  

徳丸商堰1Ⅰ遺跡の所在する徳丸町は前相打の両部にあたり、JR前相駅の南東約6．51く‖1に付：惜している。  

遺跡地の北1．Olく111には県道高崎灘形線が来西に走り、西0．批mlこ鎌倉期以瀾の－古道に沿ってい るといわれ  

る県道前楠光村線が南北に走る。本道跡の桝イlける徳丸町および周辺の’卜阿囚‖「トカ九l町・房丸町・宮地町  

・州抑tけ・枠内町は、低地▼1∴に水川・州が広がり、微高地上には集落が′洋まれている。また F上野固郡村  

誌』の群ノ馴l；徳丸村地味の卿こは「㍍旭ニシテ捕色ヲ苗ヒ膏順アリ水利仙ニシテ諸榔二過ス但東西河畔ノ地  

砂状ニシテ桑柿ニ：i；lニシ」と㍊され旧：】人を伝える。  

＝¶川ト  
b0  ■ロO  l－0■  

（国土地理院2万5千分の1F前橋」『大胡』F高崎j『伊勢崎j）   

A 徳丸高堰追跡  n 徳丸伸＝追跡  C 西燕尺司追跡  

1．招阿内城（他兄阿山城）跡 2．亀川（大神）大畠tl‘ィさ晶i救跡 3．成常扶≠光明院超慄河戸 ′．ル戸南  

追跡 5．捕手宮‖追跡 6．捕手湯川追跡 7．鶴北路紬引退跡 R．鶴北路（村中）埠壕追捕肝 9．雲  

上山西光寺10．西＝追跡11．鶴北路桜橋追跡12．宜乗寺跡13．宮地l伸l追跡14．東宮地鞘壕追構群  

15．房丸東現煤遺構郡 16．徳丸東（縫11り 現優遇構群 17．徳丸束（後）瑞壕追構肝18．1l1西苗場壕逝  

構群（須＝届敗）19．中内村前追跡 20．槻堀現髄追捕群 21．1い樋越現壕追捕群 22．束力丸（1糾lり 堀壌  

逝構群 23．火力丸（藤川）瑚煤追構群 24．力丸城跡・降龍山禅昌寺 25．新堀城跡  

第9図 周辺の遺跡  

ー 9 －   
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ll徳丸端堰Ⅲ逝跡   

本道跡の周辺を概糾すると、西2．7lく111に利根川が商流し、糊辺に、端気川・藤川などの小河川が南束へ  

流下する。現在では沖‖11改良事業・圃場整備事業により改良が行われ、一向に重畳たる穀倉地帯が広がりを  

みせ、旧地形を読み取ることは排しい。これまで実施された調査からは、低地上に浅間l力噴火の影響のみら  

れる了い黄‖寺代前期および平安時代後期の水仕1が営まれており、現在に至るまで生産行為がなされたことが推  

測されている。さらに端気川および藤川沿いの微高地＿1二では同時期の集落、中世館跡および環濠屋敷跡が展  

開する。特に本道跡の位置する三丸地区（徳丸・力丸・房丸地区の通称）や鶴光路、酉着地域周辺は、中世  

以降の城飾跡（楕阿内城・力丸城・新堀城など）、環濠屋敷跡および寺社（成菩提山光明院極楽寺・雲上山  

青光寺・降龍山善昌寺など）が数多く柵認される地域である。三丸地区（徳丸・力丸・房丸）は、すべて地  

区捌こ「丸」が便川されている。この「丸」は巾世相等を示すもの、あるいは荘園別の単位などの諸説があ  

り、詳細は不明であるものの、巾・l町別において一つのまとまりを示すものであると推測される。   

本逝跡は、前橋市徳丸町小字『高堰』に所在し、東側に徳丸伸団III追跡が位思する。また本追跡B区北  

側迫以西は微高地上に、C区北側道以東（徳丸伸旧川Ⅰ逝跡を含む）は低地上にそれぞれ立地している。  

第2章 調査の経過   

9月 下旬 平成10年度徳丸商堰］逝跡の発抑調査を開始する。  

C区北側道の調査区設定、表土除去を行う。  

C区北側遣、As－B下面調査を行う。  

C区北側追、As－C混土層下面調査を行う。  

C区北側道、弥生時代以前両調査を行う。  

10月 上旬 C区北側迫、As－B下面調査を行う。  

C区北側道、As－C泥土屑‾lr両調査を行う。  

C区北側道、弥生時代以前面調査を行う。  

C区北側遺の発掘調査を終了する。  

中旬 C区北側道にテントを設営する。  

下旬lう区北側道の産業廃棄物撤去および搬川を行う。  

Il区北側追、「巨世面調査を行う。  

1川 上旬 B区北側追、Ⅰ二卜世面調査を行う。  

B区北側道、弥生時代以前面調査を行う。  

B区北側道の発掘調査を終了する。  

発掘帯材等を 
C区北側道に設閲したテントおよびトイレ・撤去する。  

Ⅰう区北側追およびC区北側道に設置した安全対策器材を撤去する。  

Ⅰう区北側道の調査終了をもって平成10年皮徳丸高堰u遺跡の発掘調査を終了する。  

－ tl－－   



第3章 標準堆積土層  

本道跡調査によって検出された文化屑は、中仙面の第1而、浅間B軽石下面の第2面、浅間C軽石混二Ⅰ∴  

屑下面の第3面、弥生時代以前耐の4而に分けられる。本道跡で碓認された鍵層は浅間B軽石層、浅閻C  

軽石泥土層であった。以下は1∃区北側道、C区北側道で観察したもので、本道跡の層序を示すものである。  

Ⅰ 暗 褐 色 土 層 硯耕作土。しまり、抑lごl三ともに弱い。  

ⅠⅠ灰 色 土 層 旧耕作土。しまりはあるが、粘性は弱い。  

ⅢⅠ浅間B軽石堆積層 天仁元年（1108年）降下浅l閏B軽石堆積層。（上向が第1面 中世面であるが、上  

層は撹乱を受けている）  

Ⅳ 黒 色 二1二 層  （上向が節2耐 浅削B蝉石下巾）  

しまり、粘性ともにあり。  

しまり、粘性ともにあり。仁・卜色雌石（浅間C軽石）を少量含む。  

（‾F面が第3面 浅間C碑石泥土層下面）  

しまり、粘性ともにあり。  

しまり、粘性ともにあり。  

しまり、粘性ともにあり。砂質。  

（下面が第4而 弥生時代以前面）  

しまり、粘性ともにあり。シルト質。  

しまり、粘性ともにあり。  

V 灰 褐 色 上 層  

Ⅵ 黒 灰 色 土 層  

Ⅶ 浪 灰 色 土 層  

Ⅵll灰 色 土 層  

Ⅸ 灰 白 色 土 層  

Ⅹ 異 灰 色 土 層  

77．50111  

C区北側道北壁  

50cl】1   

L」⊥．1 ヒ  

1：20   B区北側道北壁  

第11図 標準堆積土層  
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lI徳丸■l■Jj堰II追跡  

第4章 遺構と遺物   

第1節 B区北側道  

筋1項 概要   

本調査区は小字『高嶋』に位関する。ノJ、字『高根』が示すように 、西カ200I11に端気川が商流し、樋越堰  

が詫封ナられ、本区は微高地に二次地する。調査l東西側には天台宗に属する宜釆寺が位置し、本線部分の発抑調  

査により方形に巡らされた現濠を持つ寺院であることがl州らかになっている。同寺はl朴基・l湖山および創建  

年代は不lリjであるが、江戸時代元禄期には比に存在し、文政期には触イ三‡ミの寺となっていたといわれ、跡地に  

は北関東自助中道の二Ⅰ二郎直前まで什椚某碑が6～7基、不動北が現有し、北開束自動小道工事の際に、不動  

堂の仰体を行い、伴相集碑を徳丸町裳釆殿（小字F糾匪』）に移転している。某伸には「（梵字） 大総口着  

日H□」、「（梵字） ／ 椎大イ†用l；法仁l蘭灘 ／ 行年  六十 ／ 施三巨」「李イ某国 ／ 天眞大阿閲梨法  

印起慶 ／ 二月朔に1」「宜暦 ／ 槽大仰・郁法印訊■望】十ノ1川・三l二1」「（宝筐印耶）」の銘がみら  

れ（移転前の状況で判読できるlり4りをここに示した）、不動堂には「徳丸村」「正徳五咋」などの銘がある鰐  

口が柑げられていた。   

本訓テ糾引こおいて碓認された文化桐は21巾である。第1面はIl】‖描i跡検Ⅲ面、第2面は弥生時代以前面で  

ある。＝rIiは堀2条、満3粂、土坑12基、2汀両ま満2条、土仇1基、ピット15基が検川されている。以■卜、  

このうち特絆される遺構を記すこととする。   

第2項 中世面  

l川用旺用摘湖上に立地する。本区は既存の家屋や畑地によl）、東側の大部分は撹乱を受けているため、浅  

削】いC軽石の残存は、著しく不良であった。本検出由来仰より、近代～現代の家屋に什う掘り込み多数と、  

」∴坑12基、満3条がみられたが、いずれも近代以降の描乱を多く受けているため、本区東側の弥姓時代以前面  

より－l∴層では、遺構のl井碓な噂期およびその牲烙をとらえることはできなかった。しかし、西側＝ま、浅刷B  

軽才l▲、浅削C雌石の残存は不良であったものの、申≠用1■i跡の鋸が2粂桧山されている。  

1号堀・2号堀  X＝37．OlO、Y＝－65，140で検出されている。1Llj・iJEl！は、閉塞区を袖北（N260W）に縦  

断し、検日長7．30‖l、【l二端帽6．94～7．34Ill、‾卜端帽1．50～2．00Ill、探さl．05～l．65nlを計測し、断面形状は  

逆甜lラを呈する。視」川－より中仙（11・15・l圧紀代）の洲二はよび火舎が‖土している。2号擁＝ま、調査l夏を  

南北（N260W）に縦断し、検州長5．50Ill、－1・．端l幅10．10～11．90Ill、卜鮎帽5．40～6．0011l、探さl．07～1．44m  

を計測し、断面形≠は逆台形を呈する。土屑断面により堀軌没後に上端川南3．60111、下端l幅1．50～2．00】11、探  

さ0．50～0．60日の満が朽摘＝－川（若しくは改修）された形跡がみられ、本遺跡付近一帯に碓認されている掛豪  

屋敷との閃イ系が指摘される。川士道物は埋没後の両州削を受けない据兢朝はり、殉関村安山岩を材贋とする  

1i二輪堺火輪郭（梵字などの刻なし）が1点‖H二している。J＝土した力二輪塔火輪から推定する空・凧輪の規模  

は、輪（帽2lc‖1）の空・風輪接続孔（祥7c‖1）からほぼ小糾小」5c】11に推定薇・元される。以上のことより、  

少なくとむ空・風職が小さい71丁い段l朋のものではなく、鎌倉l軒代車期に成立し、鎌倉未～室Ⅰ町時イ・じにかけて  

盛行する正形ニ／Ⅰ二輪構以降のものと考えられる。1号裾・2号堀（再州l－iり）は、川一の走l「り（N260W）、同規  

格（＿．＝偶帽、探さなど）を示し、ほぼ同時鼎に機能した遺構と推測され、これらはいわゆる二流堀であった  

と考・えられる。さらに本選跡1号肘および2号堀は、南隣接地である本線部分へ続くことが碓テi．だされ、本遺  

跡I‡l幻酬酎こ位置する力‘形に巡らされた喋濠を持つ宜来寺（天台宗）との関辿が往Ⅰ婁lされる。  

－1：う ー・   
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L＝77．00m   

堀－2  

1．衣土（黒褐色土）帯（dl－3mm）多量環（dlcm以下）少量含む。粘性弱くし三り  

弱い。  
2．灰白色土  

3．灰白色土  

4．灰褐色土  

5．黒褐色土  

6．灰白色土  

7．温恩褐色土  

漂（dl－5mm）多量、シルト土少量、炭化物（dlcm以下）少量  

含む。粘性弱くしまり弱い。  

環（¢1－3mm）多量、砂成分多量、炭化物（¢2－3mm）少量含  

む。粘性弱くし三り弱い。  

白色軽石（¢1－2mm）少量、菜化物（¢1cm以下）少量、男色土  

塊（東側に多量）含む。粘性弱くし至り弱い。  

砂成分多量、炭化物（¢1cm以下）少量含む。粘性弱くし三り弱い。  

櫻（¢1～3cm）少宜、砂成分多生に含む○粘性あり。しまりあり。  

白色軽石（dl－3mm）多量、硬（¢3mm－1cm）多量、砂成分  

少壬含む。粘性弱くしまり弱い。  

礫（d5mm－7cm）多量、秒成分多i、炭化物多i、赤色礫少量、  

流木の枝含む。土師茶片少i出土。粘性弱くし三り弱い。  

シルト土合む。粘性弱くし三りあり。  

秒成分少量含む。粘性弱くし三りあり。   

2m  
堀－1  

1．衣土（黒褐色土）植物の取多王、白色軽石（¢1－3mm）少立合む。（疎密激しい）  

粘性弱くし三り弱い。  

白色軽石（dl→2mm）少土合む。粘性弱くし三り弱い。  

白色軽石（¢1mm以下）少i含む。粘性ありし三り弱い。  

礫（d3－5cm大）多i、黒色土塊（dlcm）多丑に含む。（疎密  

汲しい）粘性あり。し三り弱い。  
礫（dl～2cm大）少量含む。（疎密激しい）粘性弱くしまり弱い。  

シルト土を含む。粘性あり。し三りあり。  

2．灰褐色土  

3．暗灰褐色土  

4．明灰褐色土  

5．灰褐色土  

6．乱灰色土  

7．灰白色粘質土  

g．濃黒灰色土  

9．灰色土  

10．温風灰色土  

環（d5－7cm大）多量に含む。粘性あり。し三りあり。  8・褐灰色土  

秒成分多量、酸イヒ鼓成分多iに含む。粘性ややあり。し三りあり  

黒色土塊（dlcm）少量含む。粘性届くし三り弱い。  

砂成分多iに含む。粘性強くしまりある。  

9．暗灰褐色土  

10．灰褐色土  
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第15図 B区北側道出土遺物  

表3 1・2号堀計測表  

走 向   上端帽   下端帽   探 さ   断面形  山土逝物   備 考   

1号堀  N260w  6．94～ 7．3411l  1．50－ 2．00m  1．05～1．65111  逆台形  羽I二卜火舎   

規没後再柵消り有  2号加  N260w  10．40～11．901】l  5．40～ 6．00m  1．07～1．44】1l  逆台形  五輪塔火輪  

第3項 弥生時代以前面   

本遺構面からは、柵3粂、二1∴坑1基、ピット15基が検川された。B区北イ則道より検山された1号満、2号  

満は、椎楯状況より調査区北側で分1岐した吋胎性があり、ともに南流していたことが判lリ＝ノた。土坑1基、  

ピット15基の性格は不明である。   

表4 遺物観察表  

逝 佃  遺物酎ナ  岩諒 柵  計 測 仙  逝在郷   器形及び成・塵形の特徴   ①胎土（訂色調③焼成④相賀  山二l二位置  

川‖用；は半赦竹管状の二［英で突珊状にl動画さ  l捌かなイニr英、長ホ、硯世職   
l  二l州慨  
火命  

破 片  址i受土   

位は菊花状スタンプを連続に地文される。  （勤来週元  

二1二帥質  律2．5cltlの棒状工具に糾二卜を巻きつけ、そ  （卯膵佑、褐色粒、褐色粒多   
埋没土  

‾Jj 堀  

2   長さ：21．4  火輪郎のみの出二l二である。川面は翳状二I二典  

ロ   さJi二輪枯   幅：21．0  火輪郡完存   で1址取りし、部分的にその娘跡が観察され   
火 輪  厚さ：12．0  る。空・風輪郎の接続に上郡に探さ3cm  

雌i弦土   

舶  重さ：3．7kg  の札を穿ち、火輪郁のIJ射胡はわずかに反る。   

第2節 C区北側道   

第1項 概要  

本区は′ト字F高堰』に位閲し、B区北側道の東隣にあたる。本区は束に隣接する徳丸イ仙川1逝跡と同様、  

－15 一   



低地上に立地する。   

本調査区において柵認された文化屑は3面である。第1面は班肌用軽石下面、節2面は浅lⅢC腫れ混二卜  

層下面、第3面は弥生時代以了1細iである。1面は畦畔2条、土坑1基、ピット5基、3面は満1粂、2面は  

椰認面は存在していたものの迫構は碓認されなかった。以‾卜、このうち特筆される迫構を記すこととする。   

第2項 浅間B軽石下面   

本文化層では、l粧畔2粂、二l二坑1基、ピット5基が検山された。Iljt岬は、南二1ヒ（N川OE）に走る1う川l州  

および束西（N900E）に走る2号吐畔がほぼ混交し、南北ノブl坤吐畔の走向ほ、東隣の徳丸イr川川I遺跡A区  

北側道の畦畔5粂・満2条の走向（N9～160W）に近く、徳丸仰‖llI一遇跡とほぼ同規格の条里水Hが広が  

っていたものと推測される。しかし、吐岬残存部分より1区画両種の凱11に至るまでの情報は糾らなかった。  

また土坑1基、ピット5基についての性楕は不明である。   

第3項 浅間C軽石浪士層下面   

浅間C瞳れ混二Ⅰ∴層の堆積については、卿蜘こ椰認されたものの何層寓下における避柄は検山されなかった。   

第4項 弥生時代以前面   

本区より検川された1号溝はI人J径2．5111の弧状に巡る。′肘糾こついて不明であるが、束隣する紙九イl仙川I  

追跡A区北イ別迫検山の不明遺構と同様、溜井などの機能を担う可能怖が考えられる。  

第5章 まとめ  

本遺跡からは、しH他面、浅川lミ碑石下面、浅削C峰石混二l∴屑下面、弥生時代以前面の計4面の姐構碓認  

面が検川された。小壮拍iからは鋸2条、二l二坑12基、淋3条、浅l川Ⅰミ・怪石下面からは畦畔2条、二卜坑1基、  

ピット5基、弥生時状以前面からは満3条、二l二坑二l基、ピット15基がそれぞれ検＝されている。また、浅1川  

C輝石泥土脚下面からは遺構の検川はみられなかった。   

本遺跡では、IH牡鮒跡と現濠を巡らせた寺院が近接している特徴がみられ、また中潮面の妬からは瑚濠屋  

敷の満へと改修が指摘されるなどの成果があった。本遺跡中仙面よりは、平行する同規格の堀が2条検山さ  

れており、これらは同l甘期の構築と推定され、l卜l購1一†の二重鋸であったと考えられる。堀の形状は浅く、防  

護としての機傭は劣るものであるが、端気川等の地形や、生鍾域の掌握、さらに幹迫の想定路等の評条件を  

考慮した立地であると想定される。本道跡の所在する徳丸l叶および付近の力九Ilけ、房丸町（通称『三九地  

l束j）、西善町、仙北路町付近に僻まれた喋濠尻傲は、力九城や宿阿内城、新裾城、梅楽寺や善光寺を■l・核に  

しており、その多くは室l町時代以降の力九氏の力九城移付、利111氏の断鋸城移住等の時期に環濠屋頗の前身  

が築造されたと考えられている。また、本遺跡のような屋販と寺朴を環濠で巡らす配惜は、県道前楠三封廿細  

（本遺跡西方0．81くI11）沿線の極楽寺・善光寺付近の環濠屋敷、寺礼配置との類似怖がみられる。県道前橋三】二  

村線〔六仇一也！lト鶴北路一新堀〕は、鎌倉期以降の11●迫に沿っているといわれ、付近の微高地1二には、源  

頼朝・義経などの伝説がみられる。小でも、頼楽音・善光寺は紙九闘剛1追跡に近く、建久年IJりに、源蛸朝  

がJヨ：（伝水では 打一冊肝卸前』。通説では秋川大官司一族『11ト良御前』）のために建宜・＝興した伝祝が存在し、  

極楽寺には『′甘粕御前』某所が伝えられている。建久年l関前後には、由良御前ゆかりの人物が上野介・上野  

固守護に任命されている′克は、この地域の開発に鈍安な意味を持つもので、特に寺社建立には、付近の整イ軋  

繰済基盤の柵保が伴ったと考‘えられ、隣接する上村御厨（現在の仇披郡玉村町付近）の成立（長寛年l明 後  

の建久年l川には比に現在の鶴北路・徳丸付近の‖解輔がなされたものと想像される。今回の調査は部分的な  

ものであったが、これら文献史料を断片的であるが、補足する資料が得られている。  

ー16 －   



徳丸高堰Ⅱ遺跡  

堀一1－2   

4 出土遺物   

堀一1－1  



徳丸高堰Ⅰ遺跡  

図
版
2
 
 

1 C区北側道全景  

2 同 弥生時代以前面1号溝  

4 同 As－B下面ピット群  5 基本堆積土層   



‖ 徳丸仰11＝‖遺跡  

】什 穂 丸 仲l三【I肝 追 跡   

第1章  遺跡の立地と周辺の遺跡  

徳丸仰＝川追跡の所在する徳丸l町は前橋苗の南部にあたり、JIモ前橋駅の南東約6．51く‖lに位侍している。遺  

跡地の北l．OIくIllにり．し道高崎肋形線が師射こ走l）、これと交差する県道‾西酋力九線が訓査個を軋lヒに縦断す  

る。また、西1．1kmに鎌倉期以降の1丁迫に椚っているといわれる県道前楠玉村拙が祐二化に走る。本遺跡の  

所在する徳丸l町および周辺の下阿内町・力丸Ilけ・房九l叶・甘脚lけ・西薄明∴lい内町は、低地上に水仕卜州が  

広がり、微高地上には集落が′さ芸■まれている。また『【l∴り別室閻；付籠』の群蟻郡徳丸村地味の項には「黒地ニシ  

テ捕色ヲ冊ヒ沓脂アリ水利仙ニシテ諸椰こ過ス但東西河叫ノ地砂壌ニシテ桑仰ニ：i‡lニシ」と記され、Il］状を伝  

えている。  

B0  －O  

i‖．  
1SLI 

（国土地理院2万5千分の1F前橋」F大胡j F高崎JF伊勢崎』）   

A 徳丸満堰追跡  n 徳丸イlい州道跡  Cl軒軋尺司追跡  

1．宿阿内臓（他用脚Jl人J城）跡 2．他里（大神）失点汗l‘ィJ見放跡 3．成井仙Il光l別院極楽寺 4．井戸細  

道跡 5．棚手宮‖追跡 6．頒▲手視11Ⅰ追跡 7．鶴光路紬引追跡 S．鶴光跡（村中）現壕遺構群 9．室  

上山西北寺10．西川追跡11．鶴北路桜橋追跡12．宜来寺跡1：う．宮地中川追跡14．舶イ地現腺遺構群  

15．房丸来場壕遺構群 16．徳丸束（縫‖）瑚壕遺構群 17．徳丸東（後）堀壕追構郡18．111西酋現壌遺  

構群（須Il闇倣）19．■い内村前追跡 20．棚鋸堀壌迫桃抑 21．11側越環壌遺構抑 22．火力丸（宵‖）喋壕  

追構郡 23．火力九（藤川）環壕遺構鼎 24．力九城跡・怖批Ilト削＝ト1て 25．新堀城跡  

第16図 周辺の遺跡  
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第17図 調査区位置図（1：3，000）  



＝ 徳丸イ刑月Ill追跡   

本道跡の周辺を概観すると、西3．Ol川1に利根川が商流し、周辺に端気川・藤川などの小机Ilが南東へ流  

卜する。現在では抑Il改良射某・晰場整備却・共によりl廿地形の改良が行われ、一価こ亜畳たる穀余地鼎が広  

がりをみせ、旧地形を読み枇ることは排しい。これまで実施された調査からは、低地＿卜に浅l関山lぜt火の形響  

のみられる‾古▲墳時代前期および平安l甘代後期の水肘が営まれており、現如こ至るまで牡鹿行為がなされたこ  

とが明らかにされている。さらに端矧Ilおよび藤川附いの微商地止ではIiり時期の集浴、I目性鮎跡および噺家  

見放跡が展桝ける。特に本遺跡の位旧する三丸地区（紙丸・力九・房九地l真の通称）や鶴北路、西薄地域周  

辺は、l巨世以降の城飾跡（相阿内城・力九城・新制城など）、i掛家屋倣跡および寺社（戌菩提lし1光明院極楽  

寺・雲上ILト斡光寺・附勘1l告■lナー寺など）が数多く確認される地域である。三九地区（徳丸・力丸・房丸）は、  

すべて地区如こ「丸」がイ則1Jされている。この「九」は中仙鮒等を示すもの、あるいは荘牒川川の州立などの  

緒説があり、詳細は不明であるものの、小世期において一つのまとまりを示すものであると推測される。   

本道跡は、州別より前橋苗穂九町′ト字『前＝』（∧区・Cl亘）、『仰＝t』（Dl互・E区・ド区）、『奥州』（G  

区）、F判川』（11区州地区）、F縫田』（lt区東地区）に位階する。  

第2章 調査の経過   

5ノJll＝1旬 刊釦0咋度徳丸小Il川lII追跡の発掘訓査を閃妬する。  

l工区北側道、As－B下面調査を行う。  

▼卜旬l＝亘・lり引ヒ側道、As一日下面・∧s－C混二卜樹下両調査を行う。  

6ノj ＿l∴旬l工区・ト、区北側迫、As－C混土屑←卜面訓査を行う。  

中旬l工区・lり亘」ヒ側近、As一一C混二1∴ノ叶卜面・弥牡l馴化以前面訓暑を行う。  

‾卜旬l工区・lりむ舶粧道冠水。Iミlヌ∵附則道、As－B下面訓査を行う。  

F区両側道、As－－C混二l二ノ軒「一面調査を行う。  

7ノ」上旬 じ区南側道、As－1う下面調査を行う。  

1り亘南側遣、As－C混二卜屑下面・弥生咽代以前■l附■摘強行う。  

小旬l）区・G区北側道、As－1ち下面訓査を行う。I）区柵側道匹刷Ij、As－1ミ下川朋奔を行う。  

Ⅰ工区南側道、As－C混二卜停「li一面訓査を行う。ド区両側迫、弥址時代以前面調査を行う。  

下旬 ‖区北側道東地区からCl乳北側道ヘプレハブを移設する。  

Ⅰ）区・G区・ⅠⅠ区西地区」ヒ似り追およびClさ二・Ⅰ）区甘酢掛l叫側、As－1主下面調査を行う。  

l工区南側遣、As－C混二L屑下面・弥生時代以朝刊闇査を行う。  

l「l亘南側道、弥批‖射じ以前面刑査を行う。IIl幻ヒ州道東地区、IH購1■†跡検川面調査を行う。  

1：区・ド区北側追およびlり和甘側道の発裾馴査を終了する。  

8ノJ」二旬l）区・〔；区・lI区西地l封ヒ側道およびC区・Ⅰ）区両側道西側、As－Ii下面開鶉逐行う。  

I）区・GJ夏・Ⅰ1ば西地層北側通およびCr去・J）l夏向側道西側、AsNC混二L層下面調奔を行う。  

l工区南イIllJ迫、弥批時代以前面調査を行う。  

ⅠⅠ区北イItlJ道東地区1申・肛鮒跡検‖州il附用馴車代胡査を行う（，lこ区1捌Ilj道の発掘調査を終了する。  

lい旬 C区南イ1tlJ道、∧s－C混二l二屑‾下i仙洞査を行う。  

Ⅰ）区・G区北側追およびl）区1南側道西イIlり、As－C混二1∴層下†rIi・弥牲時代以前面調査を行う。  

下旬 C区南側道・1）l引ヒ側道・G区北側遣およびC区南側遺■州別、鉦狛1車代以前両調査を行う。  

ⅠⅠ区北側道東地l亘、中仙輔跡検川面調査を行う。台叔＝・引こより訓査l亘が磁水する。  
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tll徳丸イ刑＝‖Ⅰ追跡  

9ノ≡j．卜旬 C区北側道、As－Ⅰ三下両調査を行う。G区北側道、弥姓時代以前面調査を行う。  

Il区北側道西地区As－C泥土J計卜面・弥珪周明以前両肌査を行う。  

lI区北側道東地区、中神飾跡検山面調査を行う。  

Ⅰ）区・Gl引ヒ側道およびC区・Ⅰ）l釘計測道西刊の発掘訓査を終了する。  

中旬 C区北側道、As－【う下1rri・∧s－C混土層‾F面・弥牡時代以了】了川相対査を行う。  

ⅠⅠ区北側道西地区・来地区の発裾訓査を終了する。  

台風5号が群馬岨を由灘し、調奔区が冠水する。  

下旬 ＾区北側道、As－13下而・∧s－C混二Ⅰ二層下面訓査を行う。  

C区北側迫、As－C混二1二層下面・弥生時代以前面肌査を行う。  

10）），上旬 ＾区北側迫、As，13l（T［（f・As－C混⊥層下■l［1i・弥姓時代以前而訓珊せ行う。  

‥l旬 ∧区北側道、As－C軋ヒ層下耐・弥生時代以前面調査を行う。  

C区北側迫、As－1i下1妬朴奔を行う。ノ＼区北側道の発抑調査を終了する。  

Cl引ヒ側道上のプレハブ撤去する。  

←1こ■旬 C区北側道、As－C源L層■卜面・弥生時代以前面調査を行う。  

C区北側道の発抑調査を終‾j′する。  

11月【l∴旬 調査を一時lい断する。  

12ノ＝j【l∴旬I）区南側道東側発掘調査再闘、As－Ii■lⅧトAs－C泥土屑‾下面調査を行う。  

lい旬Ⅰ）区画側道東側As－Ⅰ主下面・As－C混二l二ノ訂lこ‾面・弥生時代以前面調査を行う。  

l）Ⅰ真南イIlり道東側発据調府終了をもって平成10咋度徳丸イIIりl川Ⅰ迫跡の発裾調査を終了する。  

第3章 標準堆積土層  

本遺跡調査によって検山された文化層は、小便飾跡検‖＝riiの節1面、浅l川B軽石下耐の第2而、ITA堆積  

面の第3而、浅閻C軽石混二l二層下面の雛4面、弥生時代以前耐の第5面に分けられる。本追跡で碓認され  

た址層は域鼎＝i輝石層、ド＾堆租面、浅I川C畔石混二L層の3層であった。以下はA区北側遺、D区南側道、  

Il区北側道西地区、ⅠⅠ†夏」ヒ側道東地区で観察したもので、本遺跡の層序を示すものである。  

Ⅰ 暗褐色二1二層  現耕作土。しまり、粘性ともに購い。  

Il黒褐色二1二層  旧耕作土。しまりはあるが、柚牲は削い。  

IllAs－1川一三横層  大仁元年（1108年）降下域刑Ⅰ津紆川†三根桝。（←卜面が第2面浅IJりlう幡石‾F耐）  

1V 異色土 層  しまり、朴性ともにあり。  

V 灰褐色土屑  しまり、枇l！巨ともにあり。白色脾有（浅削C岬イイ）を少晶含む。  

（‾卜面が節3面i英‖りC曜石混ニー凋下面）  

しまり、粘性ともにあl）。白色畔石（浅l～ljC軽石）多量混入。  

しまり、柚鮎ともにあり。  

しまり、紬仲ともにあり。（下面が節′＝吊 弥≠＝唖イセ以前汀1i）  

しまり、鮎怖ともにあl）。シルト質。  

しまりはあるが粘性j弘（下面カヾ節1面l＝朋1て跡検山面）  

しまりはあるが柑l軋弼。砂層質。  

しまりはあるが柑l狛乱。白色砂を含む。  

Ⅵ 暗褐色二】二層  

Ⅵ1罠伏色」二層  

Ⅷ 濃ノ火色二上層  

IX 灰l；l色土層  

Ⅹ 黄灰色二L屑  

Ⅲ 暗褐色ニl∴層  

別 岬損㌔褐色上層  

－ 2t －   
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‖ 徳丸仰II川l逝跡  

第4章 遺構と遣物   

第1節 A区北側道  

第1項 概要   

本区は小字F前任IJに位旧する。徳丸イ州川l逝跡の撮両部にあたり、徳丸高堰11遺跡と隣接する。本調査  

l引こおいて確認された文化個は3耐である。節1面は浅聞Ⅰ〕輝石下面、節2面は浅瀾C軽石泥土層下面、  

節3面は弥生明代以前面である。1面は溝2粂、吐畔6粂、2面は溝」粂、3面は満1条、不l肛温構14基が  

検け1されている。以下、このうち特筆される遺構を記すこととする。   

第2項 浅間B軽石下面   

本区より、桝2条（南北方向）、吐畔6粂が検出された。l旺‖畔は南北フナ向に5粂、東西方向に1粂検川さ  

れ、南北方向の畦畔・柵のうち、l畦畔4条、滞2条はN9～160wを指し示すとともに、約4．3】1川那馴こ畦畔  

・柵が配旧されていた。南北方向の畦‖ドドの残存は比較的良好ではあったが、東西力向の残存は不良であった。  

また、南北方向の畦畔・満の走向は、西隣の徳丸高嶋ⅠⅠ追跡1号I吐畔（NlOO一三）とは異なる。以上のことを  

模式図イヒすると以下の通りである。  

備考  
5  2  4   2   

Alヌニ北川迫  ロ     粧畔中央部で計測。   
用 ■■／j‘  ≡滅  号  号  ‾ケ  

】l舶岬配階  l二l ‾ケ  
号    峡岬下溝帽平均50～60clll   

模式l対   
畦  －4．3Ill－    一木311l－   

5号畦畔、4号柑畔間に消失  
畔  沸  カ  畔  畔  畔  満  

1旺‖畔ありカ。   

走向（NOw）  10  9  13  16  10  15    （N9～160w）穐囲  

第3項 浅間C軽石浪士層下面   

本区より満1粂が検出された。1号満は、椎横土中層にドA泥流層の榔積がみられ、ドA泥流以前には既  

に存在し、FA泥流唯機以降も、浅いながらも満が存続し、その後、浅l川lう軽石降下以1拍には址没していた  

ことが土層断簡はり判lリ＝／た。  
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第4項 弥生時代以前面   

本区より不明迫構14基が検山されている。不l牲逝構の形状は不整形で黒色和暦土の厚い堆槻が確認される  

ことより、本遺構の多くは粘土成分の長時削沈澱要素が想像され、溜非としての役割を帯びていた可能性が  

考えられる。本逝柵は、同柵認面で検山されたD区南側迫ニ1二坑41基および徳丸高堰H遺跡Cl亘」ヒ側道1号  

満等の開辿性が指摘される。  

第2節 C区北側道  

第1項 概要   

本区は小字 相川】』に位関する。本調剤引こおいて碓認された文化層は3而である。第1面は浅刑B軽  

石下面、約2耐は浅l閏C輝石浪士層←「面、第3耐は弥生時代以前面である。1面は満9条、l舶畔9粂、水  

川遺構、土坑1基、ピット11基、2面は土坑1基、3面は溝2粂、土坑1基カゞ検出されている。   

第2項 浅間B軽石下面   

本区より検出された1・4・9・馴州ミ、3～8甘柿の走向（NO～70w）に同一性がみられた。また、1  

号畦畔には、平行する2号l畦畔・3号畦岬（N750w）が交わる。2・3号岨畔は、4一別畦畔と交わる想定地  

まで検山されなかったものの、これらの吐畔は同時期と抑察され、囲まれた水田面は約3Ill（南北鈍靴）×  

7‖l（東1叫距離）を計測し、平耐形は平行l叫辺形を呈している。また、5・6号畦畔との墳＝には水11が検  

川されている。調査区西側では平†址形「くの字」を拭くような水川遺構が検‖された。本遺構の畦畔は調査  

区北西隅より3．5‖l進み（N520w）、1100折れ、9．0‖l進み（N580E）、1080折れ（N500w）10．01】l進み、水田  

の平面形状は不明である。また、前述の1～4号畦岬とは異なる牲相を持った畦畔と考えられる。  

第3節 C区南側道  

第1項 概要   

本区はノ」、字F前11IJに位階し、本遺跡平成10年原価棚IJ迫調査区最西浦にあたる。本調査区において碓認さ  

れた文化屑は3面である。節1面は浅lⅢ日曜石下耐、節2†而は浅削C軽石混土層下耐、第3面は弥生l掛代  

以前面である。1面は沸2条、畦畔3条、ピット17基、2面は満2粂、ピット4基、3而は土坑1基が検＝  

されている。   

第2項 浅間B軽石下面   

本区より検山された南北に走る1号満（NOOlミ）と1号吐畔（NOOI工）の走向は、ほぼ同一であった。一  

プJで、2・3号畦‖畔の残存は良好であったものの、走向に一定基非がみられなかったことにより、Il卿■ドの時  

期の違い、あるいは水肘耕作面の平面形状が不定形であった可能怖が指摘される。  

ー 2′1－   
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As－C混土層下面  弥生時代以前面  As－B下面   

（1：300）   
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第4節 D区北側道  

第1項 概要   

本区は′ト字 F仲l皿 に位博する。本調査区において碓認された文化屑は4何である。第1面は音別1＝j畔  

石下耐、第2耐はドA堆租面、節3面は絨瀾C輝石泥土層下面、節4面は弥生l隈代以前面である。節1面は  

畦畔6条、第2面はFAに被捜された帯状遺構（畦岬ヵ）、第3而は柵1粂、l舶畔2粂、ピット2基、第4  

面は満4粂が検出されている。なお節2而は節3両調査を行った際にFA堆積が一部残存（東西18I11×南北  

3Iれの範囲）していた範囲である。第2面遺構平面図（第23図「い段）掲戦にあたり、碓認耐を一にする第3  

面との分化をせずに、第3面にFAの椎輯分和をスクリーントーンをもって示した。   

第2項 浅間B軽石下面   

本而は耕地整理特等についたと思われるキャタピラの痕跡が一拍‖こみられ、遺構の逝布状態は不良と予想  

されたものの、南北方向に走る畦畔6粂が検山された。Il肘呼起向は、1号畦畔（N80w）、2号畦畔（N  

80w）、3号畦畔（N120w）、4号畦畔（N140w）、5号畦畔（NOOw）、6号畦畔（NOOw）を示しており、  

畦畔方向より1～4号畦畔（N8～140w）、5・6号畦畔（NOOw）の2種に大別されると考えられる。ま  

た、畦畔聞距離は、〈1号畦畔〉 －5．0Ill－ く2う≡細川！〉 －15．0111－ 〈3号畦畔〉 －10．0Ill－ く4号畦畔〉  

－17．Onl－〈5号粧畔〉 －16．0I11－〈6号畦畔〉 を計測する。しかし、東西方l如こ走る畦畔は確認されてお  

らず、1区画面積の算出に至るまでの情報は得られなかった。   

第3項 FA堆積面   

本確認面は第3耐調査を行った際に、X＝37，110、Y＝－64．690付近の東西18I11×南北3Illの範囲（スクリー  

ントーン範囲）においてFAの椎稗がみられた。まかlI央部にはFA堆横がみられない部分が南北  

（NlOOw）に走ることが碓認され、該期の畦畔であった可胎性が考えられる。  

第5節 D区南側道  

第1項 概要   

本区は小字『イt川】』に位置する。本調査区において碓認された文化層は3面である。第1面は浅間B噌  

石下耐、節2而は浅lきIjC軽石泥土層下面、第3面は弥生l甘代以前面である。1而は柵2粂、畦畔4条、2  

面は満3粂、3面は満4粂、土仇41基が検山されている。   

第2項 浅間B軽石下面   

本区より、満2粂、畦岬4条が検山され、1号畦岬と2号畦岬はほほ耐交、2号畦畔・3号畦畔は同走向  

（N900w）を示している。  
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第3項 浅間C軽石混土層下面  

本区より検Jllされた1号満、3号満の（N5lOE）走向は同一である。   

第4項 弥生時代以前面   

本区より、満4粂、土坑41基が検糾された。1号満、2号満、3号満は、ほぼ同位置より検出され、土層  

断何より、3号満の旧流路規没後に1号柵、2号紡が平行に商流していたことが椰認された。土坑41基のう  

ち大部分の形状は不整形である。土坑の多くは他の土坑と結合し、本道跡A区北側道にみられるような不明  

遺構の前段階を形成した可胎性が考えられる。いずれの遇構からもⅢ土遺物はなく、遺構の構築された時期  

については不りjである。  

第6節 E区北側道  

第1項 概要   

本区は小字『イIl憫』に位催する。本調査区において碓認された文化層は3両である。節1面は桟1日JB軽石  

下面、第2面は浅間C軽石況二1二層下面、第3面は弥生時代以前面である。1而は満3条、畦畔8粂、2而は  

柵．1条、土坑1基、ピット10韮、3面は満3粂、土坑3基が検上11されている。   

第2項 浅間B軽石下面   

本区より、満3条、畦畔8粂が検た11された。南北方向の畦畔、淋（西より2号畦畔、1号満、5号畦畔、  

3号・柵、2号柵）は、同走向（N20Ⅰ三）であった。上部より掘り込まれている2号満は、中世の所産である  

漸戸香炉（15世紀代）が出土した。胎土より漸戸焼であることが判Ⅰリ＝ノ、内部は無知であった。   

第3項 浅間C軽石浪士層下面   

本区1号土坑より頁岩製の石鉄（縄文時代）がJli土したが、おそらくは後世の流入によるものと考えられ  

る。  

第7節 E区南側道  

第1項 概要   

本区は小字『仲別 に位関する。本調査区において碓認された文化層は3両である。第1而は浅間B軽  

石下面、第2i許＝ま浅l用C軽石況土層下耐、第3面は弥生時代以前面である。1面は畦畔1粂、3面は満1  

粂が検川されている。2面は碓認面は存在したものの遺構検川はされなかった。  

第8節 F区北側道  

第1項 概要   

本区は小字『仲田』に位博する。本調査区において確認された文化層は3面である。第1而は浅間B軽  

石下面、第2†而は浅閃C軽石泥土層下面、第3面は弥生時代以前何である。本地区は耕地整理の影響を受  

けており、第1耐、第2面は部分的な残存であった。そのため、遺構がl抑瞭に椰認されたのは第3而のみで  

あった。同文化層では満1条が検山されている。  
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第9節 F区南側道  

第1項 概要   

本区は小字 珊刑』に位置する。本調査区において碓認された文化屑は2面である。第1面は浅間C軽  

石泥土層‾F汀iF、第2面は弥生時イt以前面である。本地区は耕地盤排の影響を受けており、浅間B軽石1用行  

は確認されず、第二1面も部分的な残存であった。そのため、遺構が脚酎こ確認されたのは第2而のみであっ  

た。1而は柵2条、土坑5基、2耐は満2条、土坑2基、ピット9基が検出されている。  

第10節 G区北側道  

第1項 概要   

本区は小字『奥州』に位置する。本調査区において確認された文化層は3何である。第1面は盲馴りB軽  

石下向、第2面は浅間C軽石泥土層下耐、第3面は弥生時代以前面である。1而は満2条、2面は溝1粂、  

3耐は満1粂が検山されている。しかし本地区は現代の撹乱を多く受けており、良好な四方壁面の土層観察  

は不可能であり、1面、2而、3両の残存は部分「I勺であり、著しく不良であった。浅間B軽石下向1号満、  

浅間C軽石泥土層下面1号満は、昭利40年代まで存在していた通称「あえぼり」と位置が重なるため、逝  

柵確認面とは時期が異なる可敵性が高いと思われる。「あえほり」と考えられる沸からは、堰の川途として  

使用されたと思われる杭がJ，Ll土した。  

第11節 H区北側道西地区  

第1項 概要   

本区はノ」、字『剤附』に位置する。本調査区において確認された文化層は3面である。第1面は伐IHjB軽  

石‾F而、節2何は浅間C輝石混土層下面、第3而は弥生時代以前面である。1而は畦畔2条、竪穴状過柵1  

基、第2面は畦畔1粂、節3面は土坑1基が検出されている。本地区は、旧宅地であったため、建築基礎等  

の撹乱を受けており、撹乱の受けていない部分のみ、遺構椰認を行うことができた。   

第2項 浅間B軽石下面   

本区より検山された1号竪穴状避構から出土した遺物は、すべて破片であった。休部中位までへラ削りが  

施されている7～8世紀の非ロクロ杯、底部が回転糸切りを施すカーi恵肘不（9世紀以降の所産）等がJH土し  

ている。  

第12節 H区北側道東地区  

第1項 概要   

本区は小字『縫目』に位置し、平成10年度徳丸イIII川1I蟻川闇漸馴査の撮束端にあたる。本区は微高地に立  

地し、低地上に立地する本遺跡A区北側遥ト」1区北側道西地区とは興なった土層堆積を示している。本調  

査区において確認された文化層は中世鮎跡検日面の1而である。柵4粂、ピット23基が検山されている。本  

地区西側は旧宅地であったため、建築基礎等の撹乱を受けており、撹乱の受けていない部分のみ、過酢碓認  

を行うことができた。   

本区は徳丸来場濠遺欄朋に属しており、付近の力丸城跡、房丸東城濠遺構群、東力丸環濠逝構群、旧西酋  
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1Il徳丸仲田111追跡  

現濠遺構群等との関連性が注目される。   

第2項 中世館跡検出面   

本区より、柵4条、ピット23基が検＝された。本区は徴高地上に立地し、「1用増刷跡の琳および館内部にあ  

たり、徳丸東環濠遺構群の一部を調査した。本区西端より西端堀（4号沸）、両隣接地にあたる本線部分の  

鞘濠補職堀、東隣接地にあたる平成9年度徳リL仲川ⅠⅠ遺跡の束端堀が検山されており、方形をなす［＝勒鮎跡  

の形状が碓認された。   

4号浦  本区から検山された4号淋は撹乱により、正確な堀の規模は不明であるが、平成9年度徳丸仰  

Iltl【逝跡発据調査で検山された中状椰跡の堀西端と考えられる。今年度訓査、1那【三度調査結果より、「卜世鮒  

跡の南辺は約76】11朴の規模があったと推測される。   

3号溝  3号柵は、地山のローム層を削り、走向は凡そN3001三で上端帽3．OIll、下端帽0．2～0．3川、検  

‖■l如からの深さ0．39～0．69Illを計測する。本道構は、本線部分検山の中聴鮒跡（前述）の堀に切られている。  

3号淋lりこは、灰色土（しまり弱・紬牲別）が堆租し、堆積土中には鶉色土塊ブロックの混入がみられた  

（上ノ削こ行くほどブロックは大になる）。本追桃からは、′削骨系大盤が‖土したが、頚部片であるため詳細な年  

代は不明である。本区過構外‖土逝物として、丁！丁墳時代前期の台イ寸幾（石川川式土署詩など）が山土している。   

本調査届を南へ500Ill下ると、力九城跡（前桶市力九町。現在の降龍山酋昌一寺付近一帯）にあたる。力九  

城は、方状状に敗訴もの堀や柵が巡らされ、北端は本区に程近いところまで及んでいたとされている。  

葛
卜
M
＝
舛
 
 

As－C混土層下面  

第27図 H区北側道西地区全体図  

弥生時代以前面   As－B下面  
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Ill徳丸伸張川1逝跡  

表5 遣物観察表  

逝   通物番号  習 葎  口そ・  道春準   
構  底子ニ   

器形及び成・整形の鼎徴   ①胎土（計色調③焼成④材質  山土付：世  

∴‖酢器  立／    士 ヽ 一 ′        l    ■ し  （訓＝了英・白色粒   仁  Ⅰ区東地区  
l  脚部片  中世面3号溝  

3  ラナデ、外：刷毛l三】（煤付荊）。   埋没土  
須恵裾  切り離しは回転糸切りで高台を貼り付ける。  Q）仁】也粒・チャート大粒  

‾り■  杯  （1．9）  底部片  （釘群灰色（卦還元堅緻   他面34消  

川   
沸  常滑  頸部は上位で強く外反する。割れ口に料二1二  ①良市・砂粒  

鎌  頚部片                 の接合部がわずかに糾察される。   ②粟地は茶褐色、自然利＝まオ  
リープ灰色（∋還元  掛没土   

E区北几s－C  

動号土坑－1  

二1二伸器  ・（ 2．3）  上げ底気味の底部より、球形の胴部に辿続  ①白色・雲母・褐色粒   Ⅰ・l区火   

2   難  6．6  底部  する。内：刷毛トl、外：胴部はヘラ磨き、  As－Ii下  

底部はヘラ削ー）   

ロクlコ成形、底部瀬l転糸切り   ①殉閃石蘭■パ‘岩粒  1号竪穴  
3  須恵器 杯  ・（1．8） 7．1   底部1／2  ②灰色③還元  址没土  
瀬戸焼   底部はl叶転ヘラilりりにより、削り目し商否  ①白色尉（ザックリとした貿  E区2号  

底部片  迫  ロ   fr 鉄  全長（2．6）帽   先端部欠川  面に仙して剥離調整が行なわれ、各剥離は  吐）頁岩       2．2亜さ3．3g    使川により摩耗している。                    構 外 逝 物            ②黄樺 では及ばない。1句：知和となる。   規没土  
口緑部はl人】傾し内耳を付ける。底部は緩やかな  Q）川閃石・褐色粒   C区北∧s－B  5  二1二伸磐  （34．0）・（3．4）   n縁郡片          炊 烙  （35．0‥  丸底で、被熟による保と剥落が観察される   （診l三l萌也 ③酸化   下埋没二L  

第5章 まとめ  

本道跡からは、中世館跡検Jl二l面、浅㈹B軽石下耐、ドA椎棉価、浅l～りC輝石泥土層下面、弥生時代以前面  

の計5而が検山された。ここでは、主な検山された逝構の概観を述べることとする。   

浅間B軽石下面  本遺構からは、満19条、畦畔39粂、  

土坑2基、ピット28基、水川遺構、竪穴状遺構1基が検H  

された。本道跡周辺は、現在に至るまで水l二1はして土地括  

川が図られているが、今回の調査においては多くの畦畔が  

検山され、古代よりの生産城であったことをうかがわせる。  

このうち検山されたl畦畔を走向方向により分類を行うと（D  

表6 畦畔走向一覧  

追跡・地区名   走IFjJ   小字   

（D  徳丸高堰IIC区   NlOOw   高堰   

徳丸伸旧川IA区  N9～160w  師＝fl   

l司  C区  NO～70w  前Ⅲ   

同  D区  NO－140w  イ叫‡l   

⑤  同   l二l｛   N20Ⅰミ   イ州：Ⅰ   

・②グループ、③グループ、（初グループ、⑤グループの4つに大別される。①・②は、N9～160wに包括  

され、（D・（参ともに同時期の構築と推測される。しかし100111ほど東側に位置する（封のC区では真北走向に  

近いl脚半が検／Llされており、時期差がうかがわれる。また、④のⅠ）区では東西両端は③に近く、中火部は  

①・②に近い走向を示している。（9は他のグループとは異なる方向性を持つがその川途は不明である。了坦イ別  

に位置する（D・②は、端気川の影響を束側より多く受けたと想像され、条里制が緩和された時期の安素を示  

している。また方向性および形状から、（勤は条里制水∬に近い畦畔の可脂性が考えられる。①・②と③の要  

素をあわせ持つ④は、条里制施行期、条里制綬剰脚の水l‡1耕作と推測される。   

弥生時代以前面  本椰認何より満19条、土坑48基、ピット10基、不明遺構14が検川され、満19条は下表  

の過りすべて北から南へ流れ、西に傾く17粂、束に傾く2粂に大別できる。このことにより、本遺跡周辺は、  

弥生時代以前より一定の規則性をもって治水が行われた可能怖が指摘される。  

表7 溝走向一覧  
西に傾く淋2条  束に傾く沸2条   

l）l束」ヒ州；近いj■溝  N300＼V  仲川   

1こ【引ヒ側i琶1号溝  N32ウ＼V  仲川   

N（300≦殉戚≦40り＼＼／   小字              Ⅰこl引ヒ仰l追2・桝誇  N36凸＼＼J  仲川  l）l引ヒ佃i凸1サ溝  N・10D＼＼J  什＝  l）【電」ヒ側近2号溝  NlOO＼V    】）l夏」ヒ側道3ぢ瀾  NイOC＼V  仲川   

N（13〇≦川庇≦16〇）＼＼′  

ドl真南側道2号溝  

ドl引力側道1号溝  

Ⅰ）区北側道2号溝  

ー 3l－  



中世館跡検出面  本道構面は微南側止にニ＼ソニ地する本道跡111互北側道東地区（ノ」、字『縫＝』）より確認さ  

れている。川辺の訓査叫例をみると、舶隣接地にあたる本練郡分の環濠南硝堀、東l掛接地にあたる平成9咋  

度徳丸神化川遺跡で噺家火端堀が検川されており、これらのことより方形の環濠を持つl卜l即1て跡の存在が明  

らかとなり、今回の調査はこの加の一郎と針＝ノ、偶；に尖施されている。周辺の中川史を兄ると、本調査区を南  

へ500Ill下ると、力九城址（前桶川烏丸Ilけ。現在の附仙川附■■守付近一帯）が存在する。力九城は、プ州闘犬  

に幾重もの堀や満を巡らし、環濠屈敷および寺院（肘－■寺・法楽寺）等を惣堀で大きく囲んだ城で、環濠北  

端は本区に牲近いところまで及んでいたとされている。力九城は、伝説によると、大江姓那彼氏一族の［＝J了」  

守広宗が貞治六年（1367年）ニノ」－1二Ⅰに初めて力九付近に居≠し、姓を力九に改めたとされている。そして、  

永和三年（1377年）に没し、啓一リー寺殿と号したといわれ、その後、大正十八年（1590年）、伊袈守其のt附こ  

滅亡する。徳丸・ノ」九・房九付近、辿称「三九地lメ：」は、微高地上に小・l山階跡、環濠屋敷が多くみられる地  

域である。「九」の意味の詳州は不明であるが、この「丸」の意味するものは、力九城およびやや微高地上  

にある環濠屋赦が、水川という見過しの利く場所にあって、あたかも鮒や城郭の「九」、もしくはその形態  

をなすように水川に浮かび上がった様子によって付いたと想像される。耶披一族の出城として力丸城が設1盲璧  

され、付近を力丸氏が治めるようになる前後に、イり」な家I：将によl）小さな屋敷が桃築され、それら環濠屋  

敷を惣堀で囲み、ノ」九城が構築されたと考えられる。／「l巨1の訓査引例は力九氏没備後、機能を失い分立した結  

架を示すものと抑潮りされ、布地礼会におけるl巨世から近冊への変化をおぼろげながら示すものと捉えられる。  

」
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第31図 本過跡と力丸城の位置  第32図 本渡跡検出の中世館跡配置図   
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徳丸仲田Ⅲ遺跡  

2 A区北側道As－B下面全景  3 同 As－C混下面全景  

4 同 As－C混下面1号溝  5 同 弥生時代以前面全景   



徳丸仲田Ⅲ遺跡  

図
版
4
 
 

1 C区北側道As－B下面全景  2 同 As－B下面畦畔  

3 同 As－B下面水田  4 同 As－B下面ピット群  

5 同 As－C混下面全景  6 同 As－C混下面1号土坑  

7 同 弥生時代以前面全景  8 同 弥生時代以前面2号溝   



徳丸仲田Ⅱ遺跡  

＼  
J 、．、ど  〔、，＿＿＿＿－一．，イ・l／こ  

1 C区南側道As－B下面全景   2 同 As－B下面1号畦畔  

3 同 2号畦畔  4 同 3号畦畔  

同 As－C混下面全景  6 同 As－C混下面ピット  

7 同 As－C混下面2号満  8 同 弥生時代以前面全景   



1 D区北側道As－B下面全景  2 同 As－B下面2号畦畔  

3 同 FAに被布された帯状遺構  4 同 FA土層断面  

5 同 As－C混下面全景  6 同 As－C混下面1号畦畔  

7 同 弥生時代以前面全景  8 同 弥生時代以前面3号満   



徳丸仲田Ⅱ遺跡  

2 同 As－B下面2号畦畔  1 D区南側道As－B下面全景  

4 同 As－C混下面1号溝  

5 同 As－C混下面2号溝  

7 同 弥生時代以前面溝  8 同 弥生時代以前面溝土層   



徳丸仲田Ⅱ遺跡  

，nり －甘卜・1－ ・－－・・・・一   ∧  

＼ 、1l■‾．．ひ中  

1E区北側道As－B下面全景  
2 同 As－B下面2号畦畔  

きこぞ触ミヾくし、警幣・  
離、‡：ゝ′、ノ  

As－B下面工具痕  
同 As－C浪下面全景   



徳丸仲田Ⅲ遺跡  

2 E区南側道As－B下面全景  

3 同 As－B下面1号畦畔断面  

5 同 弥生時代以前両全景  6 F区北側道As－B下面全景  

7 同 弥生時代以前面全景  8 同 弥生時代以前面1号溝   



徳丸仲田Ⅱ遺跡   



徳丸仲田Ⅱ遺跡  

2 同 As－B下面1号竪穴状遺構  

3 同 As－B下面1号畦畔・2号畦畔  4 同 As－C混下面1号畦畔  

5 H区北側道東地区中世館跡積出面全景   



徳丸仲田Ⅱ遺跡  

6 実測風景  
5 作業風景  

遺構外4  W－3－1  

W－3－3  

遺構外2   遺構外5   

7 出土遺物  



lVl甘苦尺司IlI追跡  

Ⅳ 西 善 尺  司 二Ⅰ什 追 跡   

第1章 遺跡の立地と周辺の遺跡  

西南尺司111遺跡の所在する西酋町は前楠沌の南部にあたり、Jlモ前橋駅の南来約6．31川1に位旧している。  

追跡他の北0．7lくI11には県道高崎駒形線が来酉に起り、これと交差する県道西帝王利‘線が調査区を南北に縦  

断する。また、同県迫により調査区は二分されており、このうち調査区西側を西地区、東側を東地区と呼称  

した。本遺跡の所在する西井11けおよび周辺の徳丸町∴下阿l大川卜力九町・房九町・宮地町・11－内町は、低地  

に水川・州が広がり、微高地上には集落が営まれている。また『上野l卦郡村誌』の佐波郡西酋村地味の項に  

は「炎色捕蘭佼工稲栄二過ス、但シ桑及ヒ婁二利アラス、水利佃ナレトモ往々早二二昔シム」と記され、旧状  

を伝える。また、同再任披郡東酋養寺村（前橋市来＃町付近）の記述より、長寛二年の告発寺東西分割伝承、  

さらに『址久三咋伊勢大利咋丁利】主清文写』にみえる良寛咋刑（1163年～1165年）の玉村御厨（佐波郡玉村町  

付近）成立が－・致するなど、この時期に本遺跡付近は再整備カ‡行われた吋肥1チトがうかがわれる。  

80   10O  ’川■  

国土地理院2万5千分の1『前橋』『大胡』『高崎』『伊勢崎』   

∧ 他九刷l娃追跡  B 徳丸イ小＝追跡  C 西酋尺司追跡  

1．招阿内城（亀里阿内城）跡 2，亀Jlし（大神）失良市イ沌ミ敷跡 3，成菩捉山光明院極楽寺 4．井戸両  

追跡 5．捕手宮‖l追跡 6．棚手洲帖遺跡 7．鶴北路練引追跡 8．㈹北路（村中）堀壕追捕群 9．雲  

上山背光守10．西‖l追跡11．俄北路榎桶追跡12．未来寺跡13．目地IrI‖追跡14．東宮地環壕遺構朝  

15．房丸束環壕追捕群 16．徳丸東（縫Ill）塀壕遺構群 17．徳丸東（後）塀壕追捕群18．旧西酋環壕追  

捕肝（須‖屋敷）19．1い内村前追跡 20．棚州環壕遺構群 21．申樋越塀壕遺構肝 22．火力丸（宮＝）環壕  

追捕群 23．束力丸（藤川）現壕遺構肝 24．力丸城跡・降臨‥l西日寺 25．新堀城跡  

第33図 周辺の遺跡  

【 33   
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lV 西弾尺司111逝跡  

第2章 調査の経過  

6ノJ上旬  平成10年鹿西浄尺司‖遺跡の発据調査を開始する。  

東地l夏・仲地Ⅰ亘の調査区設定、表土除去、浅削C軽石混土層下面調査を行う。  

lい旬  東地区・州地区の全休測鼠、表土除去を行う。  

束地l亘・西地区弥生l甘代以前両調査・旧石舘訊刑朝を設定し、調査を行う。  

束地区・西地区全体測量を行う。  

下旬  東地区・西地l真性め戻しを終了する。  

束地区・叫地l羽村査終了をもって平成10年鹿西♯尺周ⅠⅠⅠ避跡の発掘調査を終了する。  

第3章 標準堆積土層  

本遺跡の調査によって検糾された遺構・迫物は、浅川C軽石泥土層下面の節1耐、弥生時代以前面の第2  

1何に分けられる。本地区で碓認された馳層は浅刷C軽石脱土層の1層であった。   

以下は束地区東壁面で観察したもので本遺跡の層序を示すものである。  

Ⅰ暗褐色土層 現耕作土。しまりなく、粘性なし。  

Il灰 色 土 層1日耕作土。仁1也蝉イほ少鼠含み、  75．00川  

しまり、粘件ともにあり。  

Il【l目茶也土層 仁l也瞳石（浅IJりC曜石）を少量  

含み、しまり、鮎粧ともにあり。  

炭化粒、黒色土塊がわずかにみられる。 7璽聖－  

（下面が第1面 浅l…C軽石泥土層下而）  

lV 暗茶色土層 橙色粒、幡茶色粒を少立合み、  

白色碑石－（域削C軽石）をまばらに含む。  

しまり、粘性ともにあり。  

V 肌 色 土 層 暗茶色粒を少二呈辻含み、橙色粒をまばらに  

含む。しまり、柚牲ともにやや強い。  

（下面が節2面 弥生時代以前面）  

VI明白弗也土層 暗茶色粒を少擢含む。  

しまり、粘性ともに強い。  

第4章 遺構と遺物  

0          50cln 」 ＝ 一「－－」  

1：20  

第35図 標準堆積土層   

第1項 概要   

本別査1夏において碓認された文化倒は2面であり、節1面は浅l川C混二l二個‾下、節2耐は弥生時代以前面で  

ある。第1面からは柵5条、堀1粂、二巨坑2基、ピット9基、第2面からは満1条、土坑5基、ピット12基  

が検＝されている。以下、このうち脚印される遺構を記すこととする。  

ー 35 －   



＋ 西地区  
A＄－C浪士層下面  

窮36図 西地区・東地区全体図  

ー 36 －   



1＼J西押ノ1司ⅠⅠⅠ追跡   

第2項 浅間C軽石混土層下面   

溝5条、州l条、l二仇2基、ピット9去にが検川された。本道構碓認肋はり＿＝削封朴吸盤輔のため撹乱を受  

けており、域閃B岬イr川瑠i層の検山はl川確ではなかった。  

1号堀  X＝37，150、Y＝－63，800で桧山されている。本赴構は♯研≠の形態を呈し、検日長2．5】11、l∴端  

小嗣．8‖l、－川棚鉦2‖1、探さl．3Illを計測する。ほ閏C輝石混二l二J叶lこ一拍＝二て遺構碓認されているが、前述の擾  

乱により本川り刈利こ柵築されたとみられ、形状應よび根没二l州から、小他館の加の一郎と考えられる。さら  

に1号堀と3・引瀬は川一走向（N9lOW）を示し、本追跡の北350川に樟潰するガ＝Ⅰl屋敗北側塀濠の走Irl」、両  

州1．nhllに位階するノ」九城南側堀腐の追1句（N940W）と一致し、同じ＝的をもった遺構の可瀾律lが高い。  

1号溝  X二37，160、Y＝－63，780で検IILlされている。＿卜．部が撹乱されていたため、本面で検州され、掲戦  

したが、近他の満である。北から何に流下、ノヒ両方向（NO5W）を示し、検＝長5．0‖1、【L端帽右5Ill、卜端  

帽LOm、探さ0．2111を計測する。本道刷より肥兼用りパけ焼の帆が山二llしている。見込み文様はイブリノ里恍の椀  

・常夏猪＝に川いられるもので、18泄紀末－t州：紀初潮にlりヰられる。また、筑1裾胎占焼の椀にも剰化晶－】があ  

り、恍H焼の牡鹿l‘l休、伊ガ里焼の見込み文様の存続期問と大差なく、双方の関連が想定される。   

第3項 弥生時代以前面   

本検．■l川けカ、らは、柵1条、二卜坑5基、ピット12基が検出されている。   

7号土坑  X＝37，190、Y＝－63，800で検川されている。上部が撹乱されていたため、本面で検＝された遺  

桃である。本道構は、主l相川紬紺‖lラで、i射羊55cIll、探さ30c‖lを計測し、形状は逆台形を呈している。本道  

桃よりS串l人Il縁わ付盤のl＿1縁郡および茄の川・・j部一成削が州没二L小より肘二卜し、後者は逆位の状態であっ  

た。両者は八伴避物で、ともに丁Ⅰ講和甘代前期の所産である。  

第5章 まとめ  

本追跡からは、津川C憧れ混二l＿渦廿価、弥牲叫刊㍑用帥Iiの計2面の遺構輝認1巾が検川された。浅間C瞳石  

混」雄＝ごmiからは柵5条、堀l条、土机2基、ピット9基、弥牝時代以前面からは満1条、二1二坑5基、ピッ  

ト12基が検J11されているが、椰認耐である浅川C軽イl一泥土層下面より上桐は、川場整備等により撹乱を′受け  

ており、い‖円以降に構築された遺構が扱合しているものと止しわれる。称筆される遺構は、西地区浅川C畔市  

況二卜ノ肝Iミ‾面よi）検川されたlけ抑である。形状は酎胴ノほ占！し、形状および州没土層から判断して、小・世飾  

の堀の一部と考えられる。西地区から碓認されている3号溝、本遺跡の北350mに位眉する須‖り嘉敷北側環  

濠のお向、湖西1．Olく‖lに付二道する力丸城両側塀濠（N9lOW）と走向力宜」は－・放し、これらは同一の牲相を  

持った遺構と考えられる。この地域で碓認されている須川尻敷をはじめとした現濠を伴う遺構は、旧西前環  

濠遺構肝と呼ばれ、特にガ＝＝宗敷は武哉固鉢形城主として知られる北条氏邦の陣屋が眉－まれたとの伝水があ  

り、北刺こは神養寺が位置していたと伝えられる。本追跡検＝の1サ州の構築崎朝については、カー＝＝室倣の  

北条代剖掴り糾云承、力九城伝承などから、北条氏邦の．＝刑礼文配が終鴇を迎える大正－1ソし年（1590年）前後  

と考・えられる。本遺跡の調査成果を踏まえてl廿曲善現濠遺構朝をみると、その成立については、中潮におい  

て城郭的要訣を持つ拠∴1－こであったものが、小川原の役後の後北条氏⊥押支配の終鴇、さらに徳川家康家l：（平  

れ親詰の鳳橋（前橋）入部による力丸氏・那彼氏等の東退、在地武士の帰農化などの冨臣貴国から、近世へ至  

る帖代の小でそれらが徐々に附体した結果と捉えられる。西酋イ寸近の堺濠屋敷は在地朴会における中川から  

近仙への変化を示す好資料といえよう。しかしながら、今l珂の調査は道路朝分というl封ヰられた範1川で実地さ  

れたものであl）、不明な点が多く、それらについては川辺部の調査を待って検討を加えたい。  

－ ニi7 －   



1片肌  

1．1‡刑場色土  

2．11持田也▲巨  

3．1■√伏也巨  

4．水色土  

5．伏也二卜  

G．伏色巨  

7．‡哨灰色土  

8．砂肝卜  

0．砂雄上  

10．川根色l二  

1t．砂円上  

12．仰天也二l二  

13．砂錯二ト  

ト1．11附J伏†－1■紆卜  

15．1飢IJ伏柚須l■  

耕作，ヒ。  

耕作ヒ。沌‖り∧‡村√を多ム＝こ含む。  

i尖‖i】八軒イrをまばらに育む。  

洩冊∧樟れ孝丑、炭化柑をまばらに合む。  

㊧  

4t11  
】      ．  ▲」  

5  7 9 3  

第37図1号堀平面図・断面図  

、二⊥・‾‾  
7号土坑  

A  
一 ＋  

7〉Jニヒ坑  

l．JJ．も閃也二l二旧也l二基㍍耶こU一人ブロック10～4鮎川、5％允J爪。  

2．肺閏也・卜 ′J．1也二巨基調にU－ムプUソク10～小火m、50％允1月。  

3．川也二卜  几l也▲上北調にU－ムブロック10～4眈】tl、5％光J貞。  

4．哨栂也二1：”．1也巨基調にロームブロック】0－4伽m、10％光Jれ。粧卜。しまる。  

0  2I11  
」 ∴．．．1  

W－1－1  

10clll  
」   ．＿▼＿  」  ＿－＿＿＿」  

第38図 7号土坑・同出土過物、1号涌出土遺物  

表8 遺物観察表  

逝 柄  遁物番号  器 棟   廿祥・郡崩 底律（c】11）  逝存率   
器形及び成・脆形の肝徴   

帯  l闇灘  ll綾部はIS字」状を黒けるれ＝川式二卜器。  （Dれ炎・長才卜砂粒   裡没土  
7  

＋†J★   

l／2  外：胴部刷毛11。   ⑦撞褐色③倍化  
ニヒ  帯   （D才イ英・長石・褐色  裡没二仁  

坑   
2  6．6   胴”砥部   

ラ磨き。   
近世  見込み文様は仰ノノ雄焼（18C後半～19C前  肝 

ロ ■ケ  
l／2   隼）・筑前能ハ焼（19C’腔巨）に鮒以する 肥】；と恨われる 

柵   茶晩  盲卜筑前系。外休部には山水  
草木を描く。   （D月否土②色調③焼成  川」■．位情  

－ 38 －   



西善尺司Ⅲ遺跡  

1 遺跡全景（空摘）  

2 遺跡全景（空掴）   



西善尺司Ⅲ遺跡  

1 西地区As－C混下面1号堀全景  2 同 As－C混下面全景  

3 同 弥生時代以前面7号土坑  4 旧石器時代試掘坑  

5 同 作業風景  6 同 調査前風景  

∴
 一
．
 
．
1
 
 
 

■
一
 
 

D－7－1  

7 出土遺物  



＼／下川＝′甘木l＝釦跡  

－Ⅴ 下脚田滞木1I 追跡  

第1章 遺跡の立地と周辺の遺跡  

本道跡が所在する地域は、肘利根川流路とされる出帆Il低地用の州－；‡城にあって、人関々扇状地の裾部に  

沿うように北西から潮来方向に楷状に広がる河成殿」1l∴にあたる。地肘lはl亘分ではこの河成撲．1七郎は、か  

って完新潮期にl脚川lが作り目した流路部労の後晋湿地と、小川部分の微高地に分けられる。本遺跡はこの  

小川部分に当たっている。従来、この他城においては、遺跡の存在はあまり知られていなかった。しかし、  

北関東Ⅰ里触中道路建㍊に伴う一連の隠抑制狛こより、このlし川】川部分および後昔湿地にも人々が隼活してい  

た痕跡が数多く発見されている。   

時代別に概観すれば、縄文時代では下川川越漉追潮（3）において後期から晩期にかけての遺物が僅かなが  

ら発見されている。また、就偵遺跡（4）では早期～llりリj以降の出物の鞘告がなされているが遺構の検川はな  

い。火刑々扇状地寄りとなる披志江小野汀－i追跡（6）では小期の某落が検＝され、まとまった資料が得られて  

いる。絨く弥生時代では下相川越渡遇側において後期の遺物が怖かながら侶二llしている。また、卜明畑1＝打水  

遺跡（1）では瑛落跡が確認されてい る。古墳時代になると遺跡の発見例が増加する。集落では－卜相川常木遺  

跡、赦脱退跡、基域では披志江ll明面追跡、卜相川越渡追跡、丑産道跡では下川川越髄闇跡・■卜相川常木追  

跡でAs－C混二1」百←卜の水川が検＝されている。奈良・平安時代は9・l明甘前半の洪水層▲卜とAs－Il恨石層■卜の  

2両で追跡の存在が碓認されている。集落では■卜士洲1＝附く遺跡・卜岬＝越漉追跡・款頂追跡・新井大＝＝礼遇  

跡（5）・披正江中野両題跡・汲志江西屋敷追跡（7）、牡鍾遺跡では‾卜相川越渡追跡・披志江lい野面逝跡・秋涼  

追跡・新井大一日礼遇跡・下刑It′さiミ■木遺跡の水川・出跡がある。中世では■卜刊射廿越渡追跡・下岬＝鳩避跡（2）  

・■卜岬日常木追跡・披志江lい野仰逝跡・披志江西岸政道潮で遺構・遺物の検川が報黙されている。  

帥111  0  500  1000  1500  

（国土地理院作製1：25，000 『伊勢崎・大胡』）  

第39図 周辺の遺跡  
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V 下増田常木Il逝跡  

第2章 調査の経過   

的射0年10月81≡1  本日より調査を開始する。ボックスハウス設置、および器材の準備を行う。  

12・14日  表土除去作業を開始する。  

節1面の表土除去作業を行い、遺構の碓認を行う 

12号土坑、1～6号満、道路状遺構の検Hほ行う。  

地上測量による全体図を作成する。  

第1何の調査を終了する。各遺構の写真据影を行う。  

第2両i（洪水層まで）の表土除去を行う。  

洪水屑下水田跡の検出作業を進める。  

洪水層下の調査を終了し、本地区での現地調査を終了する。   

‖
 
 
‖
＝
 
‖
 
 
‖
 
 

4
 
 
5
 
 
6
 
 
7
 
 

1
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 

19～23日   

26～28［1   

2引］  

第3章 標準堆積土屑  

本追跡の調査によって検Jllされた遺構・遡物は、表土層直下での小・近世の第1面、並びに9世紀前半に  

発生したとされる洪水層直下の第2面に分けられる。本地区で碓認された鍵層はこの洪水層1層のみであっ  

た。荒枇川の左岸に位置する下増けl越渡1ⅠトⅣ追跡では浅閻Ii蝉石（As－Ⅰう）、や榛名ニッ岳FA（III・－FA）  

の堆桟が碓認されているが、小河川（荒祇川）を隔てた対岸に位置する本逝跡の堆硝状況と異なっている。   

以下は各土層の観察結果である。  

〈土層別察結果〉  

Ⅰ屑 黄 褐 色 土 層  良くしまっている。粘性なし。  

（下仰が第1耐近世椰認耐）  

良くしまっている。粘性なし。  

良くしまっている。粘性ややあり。  

ⅠⅠ屑 僻黄褐色土層  

Ill屑 僻 褐 色 土 層  

灰色の粘磐土をブロック状に含む。  

1V層 昭褐 色 土 層 良くしまっている。粘性あり。褐色土を  

ブロック状に含む。  

V層 僻褐色砂磐土層 良くしまっている。粘性あり。  

Vl層 暗青灰色砂質土層 V層よりしまり弱い。粒子利く粘性なし。  

Ⅰ1Ⅰ・－FPと思われる峰石を混入する。  

（9・Ⅰ購己前半の洪水層と判断される。）  

Ⅶ層 僻灰褐色砂質土層 良くしまる。白色の粒子を含み鉄分の沈  

着が見られる。（上何が節2耐）  

Ⅵn層 灰褐色砂質土層 Ⅶ層よりも明るい。しまり、粘件ある。  

0         50cm    lr＿，．＿，  「   」  
1：20  

第41図 標準堆積土層   
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第4章 遺 構  

第1項 概 要   

今l戸Ⅰの調動こおける朋奔悩の文化層は2面である。雛1面の近地以前の遺構碓認面では土仇3基・溝7条  

・道路状遺構1条が検川されている。第2耐の9・l掴己†i川たとされる洪水層下面では、水Il＝弥が検山されてい  

る。   

第2項 近世以前面   

土坑は北西のX＝38，800、Y＝－63，400において3基偏在して検川されている。平耐形状はほぼトリ形もしくは  

楕円形を呈する。規模は長径が約60cm～90c‖l、碓認面下の探さは約40clll～55clllを測る。規没状況は抑榔1犬  

況から判断すると、人剃！lと没の叶脂性が考えられる。川土遣物はなく機能および細かな時期共に不明である。   

満はX＝38．800、Y＝－63，380付近で7粂が集11tして検山されている。粥西方向へ走向するもの（卜7号）、「く」  

の字状に蛇行するもの（2・3・4サ）、南北に走向するもの（5・6号）に分けられる。断面形状はいずれも浅い」肌  

状を呈し、上端幅は約30clll～55cIll、椰認面よりの探さは、10cIll～30cmを測る。全体として掘り込みが抜く  

′卜規模な柵である。   

遺物の出土は見られず、機能および時期共に不明である。   

道路状遺構はX＝38．800、Y＝－63，400付近で検山されている。走向は調査区南西端より北東へむかって北  

側の調査区域の外へ延びている。走IFりフナ向は北東から火方直‖こ緩やかに狐を抑くもので、N400Ⅰ：である。迫  

の順約1．0Ill～2．1mを測り、その帽は一一定ではない。また、路面は全面にわたり破くしまっており、断ち割  

り調査によって2枚の硬化面が碓認されている。   

本道桃に伴う避物は検山されていないが、硬化面申に認められた仁l色の蝉石は榛名山ニッ揃を給源とする  

ものと判断され、減刑」A悼√「は椰認されていない。したがって、18・l廿紀後半以前の所産と判断される。   

第3項 9世紀前半面   

的2面では、9世紀前半に発牡したとされる洪水個‾1ミ‾より水＝跡を検JL＝ノた。水＝跡はX＝38，800、  

Y＝－63．400周辺で検出されている。調査lメニ西イIlり部分では比膜的遇布状況は良好であったが、小火部より東側  

にかけては広範園＝こわたってi甘平を受けており、水川面はおろか水川土壌たる粘質土さえも残存していなか  

った。  

l吐畔は調査区西側において3粂検州している。二l・2号吐畔は横やかに蛇行しながらX＝38．780、  

Y＝－63，410付近でl．字に接続する。3一別l川畔はl・2号の東≠lJに樟1毘し、 2号と走向プJ向がほほ一致する。  

区画された内部が水l＝了tiになるものか、規格性は看取できない。Il姑畔の高さは10～14c川、帽55～75cI11を測  

る。断面形は台形状を呈し、全休「机こしっかりとしたつくりで遺布状態は良好といえる。   

迫物の山土はみられなかった。  

第5章 まとめ  

本遺跡において検川された追構は2耐の文化屑から、近冊の土仇・道路状遺構・柵、9世紀前半以‾11てiの水  

川面1i伸畦畔3条であった。調査純州の制約もあってlノ、J容については不lリjな点が多い。周辺の調査結来を待  

ちたい。  

ー ′12 －   
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下増田常木Ⅰ遺跡  

1 遺跡遠景（矢印部分）  
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下増田常木Ⅰ遺跡  
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1 近世面4～6号溝全景  2 同1号道路状遺構  

3 9世紀前半洪水層下面1号畦畔  4 同 1号畦畔土屑堆積状況  

5 同 1・2号畦畔  6 同1・2号畦畔  

7 同 3号畦畔  8 同1・2・3号畦畔   



Vl■卜岬＝越渡1＼／遺跡  

Ⅵ 下増田越渡Ⅳ遺跡   

第1章 遺跡の立地と周辺の遺跡  

本追跡が所在する地域は、旧利根川流路とされる広浦川l低地鼎の西岸域にあって、大川々扇状地の裾郎に  

沿うように北西カ、ら南東方向に帯状に広がる河成段丘上にあたる。地理的な区分ではこの河成段＿丘藩l；は、か  

って完新仙期にl帥川】が作り山した流路部分の後背湿地と、II－州部分の微商地に分けられる。従来、この他  

城に於ては、追跡の存在はあまり知られていなかった。しかし、北岡東自動頼通闇建設にイさドう一連の発掘調  

動こより、このIl≡1中州部分および後背湿地にも人々が生漬していた痕跡が数多く発見されている。   

時代別に概観すれば、縄文時代では下増11二Ⅰ越渡遺跡（l）において後期から晩期にかけての遺物が僅かながら  

発見されている。また、萩焼遺跡（4）では一l盲側～l1嘲以降の逝物の報告がなされているが遺構の検け＝まない。  

大関々扇状地寄りとなる披志江■l明席題跡（6）ではll側の集落が検川され、まとまった資料が得られている。  

続く弥生時代では下相川適地遺跡において後期の避物が件カ、ながら川土している。また、卜相川常木追跡（2）  

では集落跡が柵認されている。古墳時代になると避跡の発比例が増加する。鵜落では下岬l廿常木遺跡、萩原  

遺跡、墓城では披志江IH抒面遺跡、下相川l越渡遺跡、牡鹿遺跡では下1馴lI越渡遺跡・下増Ⅲ常木遺跡で  

As－C混土層7一の水川が検山されている。平安時代になると集落では下相川常木造跡・下村川越波遺跡・萩  

原遺跡・新井大相関遺跡（5）、披志江IIり曹両追跡・披志江西屋放題跡（7）、乙l三船艶跡では下相川1越濾過跡・披志  

江小町面追跡・萩原追跡・新井大相関遺跡∴卜坤川二川与■木遺跡の水l1十控一跡がある。中世では‾‾卜土削l】越渡遺脱・▼卜  

相川掲遺跡（3）・下矧11常木造跡・披志江l‖断面遺跡・披志江西屋敷追跡で追納・遺物の検出が報告されている。  

500Ill  O  500  1000  1500  

（国土地理院作製1：25，000『伊勢崎・大胡』）  

第43図 周辺の遺跡  
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第44図 調査区位置図（1：3，000）  
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VI－卜相川越漉1V遺跡  

第2章 調査の経過   

平成10年   

5月21日 本l三lより調査をl札的する。並機搬人。調査区への搬人路を碓伽する。27日E区Iう軽石下水川  

までの表土除去を終了。Ⅰ）区l～3号柵の検＝作業を行う。30日Ⅰ）l頁二侶降れ下検山水Ⅲ調査終了。   

6月2日 A区B軽石‾F水川まで表土除去を行う。El夏B峰石■卜水川の検＝作業を行う。4日Ⅰ〕区1～  

3－ンJ・柵の実測を行う。5日D区吐畔の実測を行う。t工区4号柵の検‖‖乍業を行う。9日A区B軽石下水川  

の検川作業をl称始する。11日111夏平安時代の包含層まで表土除去を行う。C区C混土層まで表二l二除去を行  

う。15日A、Ii、じ区B峰石下水川跡の航空測亜を行う。16日Ii区姐郁雄認を行う。17日B区1号住屈跡、  

土仇の検川作業を始める。18日Iilさ二二L坑と1号性属跡の検川作業を行う。北架部分にトレンチを設定する。  

C区追構碓認の写真据影を行う。19日】il亘l号住居跡と土坑の検山作業を行う。23日各調査区の排水作業  

を行う。25日1i区土坑の実測、∵与：真似影を行う。26日Ⅰう区1号住居・跡と二巨椛の桧山作業を行い、完州する。  

29日D区洪水層下水l1ほで表二l二除去を行う。30日lう区2号イ三抽；▲跡と二1∴坑の検川作業を行う。E区洪水層下  

水川までの表土除去を終了する。   

7月1～8日 B区2うヨ・住居跡と土仇の検‖＝ノド某を行う。大潮の検川作業を始める。Ⅰう区束側部分の遺構  

碓認。C区ピットの検Jl川三業。Ⅰ〕l夏向側部分にトレンチ設定。C蝉イ皿」∴屑1く‘水川跡を確認する。lミlき川－火  

部分の赴構椰認を行う。9日D区洪水脚下水川の検川を行う。13日∧Ⅰ夏航空測鼠を行う。1）区洪水層▼卜水  

川跡の航空測嵐、実測を行う。Ⅰミ区洪水層←Ⅰく▲水‖の検＝を行う。14日C区方形周溝墓を碓認したあと検山  

作共に取りかかる。Ⅰ〕区C悼石混」二桐下水‖跡の検山作業を行う。Ⅰミl亘洪水屑下水什1跡の精査、清抑を行う。  

15日C区土坑と方形周淋墓の検出作某を行う。二l二仇を完抑する。I）区l肛砂の検‖作業とC輝石泥土層一卜●水  

川跡の未二1二除去。E区洪水層下水川跡の突測と写真据形を行う。16日け区C軽石泥土層下水Il用こまで衷二1二  

除去を行う。21日D区噴砂の検山作業を終了し、写真撮影を行う。C腫石泥土層下水け1跡の検～．1川三業に耽  

りかかる。E区排水作業。22日C区方形用溝某の検山作業を行う。23～29日C区方形周溝選の調査を行う。  

1）区C恨石泥土層下水lIl跡の検出作業を石う。C区3・4号住居跡の検Ill附磯を行う。C区4号イ三l三居跡の検  

Jl川i某を行う。C悼石泥土屑下水Ilt跡の検IIM／l三業を行う。29日Cl亘プj●形Ji■肺肝鑓を完掘、写真据形を行う。l〕  

区C憧れ泥土層下水m跡の検州作業。30日A区大満の調査を終了し州め戻しを行う。C区方形周溝忍の実  

測を行う。   

8月3日 A区洪水層下‘の造構碓認を行う。Ⅰシ区C岬石混⊥層下水川跡の検川作業を行う。4日C区36、  

37寸土坑の実測を行う。Ⅰ工区C岬二什混ニ1∴J軒lく■水川跡の検l【1‖乍業を行う。5日C区4号性情跡の実測を行う。  

二1二坑の検‖作業を行う。3号住居跡の写真糀影を行う。E区C脾石混二L屑‾下水川跡の検JLl作業を行う。6  

日Ⅰ）区C畔石混土層下水I輔跡の畔岬の碓認を行う。10日Ii区2号什居跡のカマドの検山作業を行う。E区  

C畔イ了混二1二層下水H跡のl旺畔の実測と写真を据杉する。D区10号満とC雌イ「混二】二層下水田跡を完州する。11  

日Ii区洪水屑而まで抑り下げて遺構椰認を行う。1・7号住居・跡の検州什某を行う。2号住居跡の完裾写  

扶を掴形する。Ⅰ〕l亘C軽石泥土屑■卜水l川跡の実測と写兵渥彬を行う。tOサ溝の写共据影を行う。12日H区  

1号イ三川！；・跡の西壁とカマドの検‖作業を行う。7号住居跡の検‖＝乍某を行う。C区36、37号」二坑の検■■M乍業  

を行う。17日Ii区8・9号住居跡の検州作業を行う。1号住屈跡のカマドの検川作業を行う。C区36、37  

サニト仇の完州写真を彬影する。20日Ii区大溝の検＝作業を行う。21日Iilオ大溝断面の精査を行う。27～31  

日Ii区大柿の実ijllJを行う。Ⅰ）区了南郷の断面を実測する。Ⅰ工区調査屠の理め戻しを聞始。  
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9月1～5日Ii区大柿の断面実測を行う。Ⅰ〕区両壁断面の実測を行う。C区ピットの実測を行う。D区  

6号住居跡の検山作業。7日Ⅰ）卵lとめ戻しをl相好†し終了する。ボックスハウス2棟をA区に移設する。8  

日D区6号イ三l滑跡の検州作業を行う。9日A区への引っ越し作業を行う。11日Ⅰう区大満の断面実測を行う。  

14日B区二1号住屈跡の検山。C区睨め戻しをl朋銅■る。17日H区大溝の尖測。C区規め戻しを終了する。  

18日R区大潮の実測。1・椚lミ居跡、16乍上1二坑の実測と写共根形。25日Bl亘7・8・10号住居跡を検山後、  

実ijllj。l号住居跡完据。29日B区1・8・9号佐相一跡と1号据立、10・11号溝の実測と完掘。その後写真  

撮影を行い全体図を作成する（，30日Ii区全体l到を作成。11号淋の実測。B区は3／4調査終了。  

10月1日Ii区残り1／4の表土除まを行い、逝構碓認を行う 。6日1う区46・47号土坑、10・13号満を完抑  

し、すべての遺構の検山イ乍業を終了する。その後、実測、写真槻影。7日B区の調査を終了し埋め戻しを  

開始する。8日f‡l乳埋め戻し作業。  

平成11年  

1月5日 G区発据調査瀾始にあたり現場打ち合わせを行う。11日G区ボックスハウス、物置、トイレ  

の設置。器材、資材の搬入。12～18日G区調査開始。1区C泥土屑下水「l‖跡と4区D軽石泥土層埋没の由  

跡の表二L除去。4区東叫に走る大林（W－15）を細認する。測量基準杭を設定する。19日G区1区C睨土  

層1こ一水川跡の畦仰の検山作業を行う。4区B腫石泥土層拙没の畠跡の写共振彫と実測。20日G区4区U軽  

石泥土層址没の津一跡の写真掴影と実測。21日G区1区2号大柵を検山し完掘する。のち実測を行う。C混  

土層‾F水田跡の吐畔の検山作業を行う。4区Ⅳ峰石混土屑埋没の畠跡の実測。22日G区3区B怪石脱土層  

拙没畠跡の未土除去作兼。4区FA下水‖跡の表土除去作業。25日G区1区C混土層下水旧跡の畦畔の検  

山作業を行う。26日Glさ二11亘C混土層‾卜水川跡の実ijlljと写真渥影を行う。3区B岬石混土層軋没の軋跡を  

完据後、実測、写共振影。27日G区3区n腫れ泥土個埋蔵のけ一跡の実測。ドA下水川面まで表」二除去を行う。  

28日G区11夏調査を終了し、埋め戻し作業を行う。3区ドA下水‖跡の検Jh作業を行い、終了する。4区  

1号淋（各トレンチ）の実測と写楽棉影を行う。29日G】さ：3区FA下水11‡Ⅰ跡の実測。C睨土層上向水肝面ま  

で表土除去。4区FA下水性l跡の検‖＝乍業を行う。1号満（各トレンチ）の実測と写真掘形を行う。   

2月1日 G区3区C泥土屑＿1二面水川跡の検山作業を行う。4区ドA下水＝跡完抑。1号溝（各トレン  

チ）の実測と写真掴影を行う。2EIGl夏31さ二C混二l二層上耐水川跡の検山作業。4区FA下水FT＝跡の全寮  

共据影。3日G区3区C混ニーl層上耐水附跡完州。全景写真掘揖を行う。1号淋（lT、Gトレンチ）の実測と  

写共搬形を行う。4日G区現場作業中．1卜。3区C泥土層▼1二耐水闘跡の平面測壷：を行う。4区ドA下水川跡  

の平面測量を行う。5日Grさ二3区、4区C混土屑下水H跡の表土除去を行う。6日～9日G区3区C泥土  

層‾卜水川跡の表土除去を行う。10日G区3区C混二上層下水けⅠ跡の検山作業を行う。12日G区3区C脱土層  

下水任l跡の検出作業と全焼写其の据形を行う。13日G区3区C混二1二屑下水l‡［l跡平面測量を行う。14日G区  

2区C混土層下水‖面まで表土除去を行う。15日Gl夏21亘C泥土J軒下水［ll跡を完掘する。4区C混土層下  

水H跡の検川作業を行う。16～22日Glさ二21さ二C混二l二屑‾F水口I跡の全景写其掘形。4区C況土層下水川跡の  

検川作業。24日ボックスハウス、物閏、トイレの撤収を行う。26～28日全調査区の眺め戻しを行い全調査を  

終了する。  
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Ⅵ 下増＝越漉IV追跡  

第3章 標準堆積土層  

本追跡の調動こよって検山された遺構・遺物は、小・近・l臼∴平安時代末期、平安時代前期、古墳時代、弥  

生時代、純文時代に分けられる。これら資料は上位より浅l吊I】雌石（As－11）の組層、九仙紀前半の洪水層、  

榛名ニッ岳FA（Ⅰ1Ⅰ・－11、＾）層、浅［用C輝石（As－C）混二Ⅰ二偶の4枚の鍬になる層によって区分されている。  

訓査に於てはこれらの鍬層に従って榊り■卜げを進めたが、一部の区域においては層厚が瀞くてl州原に碓認で  

きなかったり、後仰の撹乱により取り除かれた部分もあった。Ii区北側迫ではAs－Ⅰい怪石下向で過構細認を  

閻始したが、B軽石上何に中仙の逝構が存在した事が確認できてい る。 また、C区南側道では浅閃B昭石屑  

および9仙紀前半の洪水層共に明瞭な川瀬がなく、節1碓認面でl卜l吐から古墳時代にわたる遺柵が検山され  

ている。   

以下、本遺跡における棟準堆積土層についてl工区北側道南壁で観察された層順をもって概略する。  

第45図 標準堆積土層  

Ⅰ肘 去Ⅰ長袖色土層  

Il屑 黒褐色土層  

ⅠⅠⅠ屑 僻灰茹色峰石層  

1V屑 畏補色土屑  

V榊 茶褐色土偶  

Vl屑 明灰褐色砂質層  

Ⅶ屑 黄色層  

Ⅵ柏手 甘瀾色土層  

】X層 ≠J、㌔也二L屑  

Ⅹ桐左‡Å色土層  

X川妻子 灰褐色柚土質層  

耕作土。  

As－Ii軽石混二1∴個。  

As一日憧石紬層。  

鉄分を含む。抑lプ1ミあり。  

軽石を若干含む。朴粧あり。  

酸化鉄の沈澱がある。しまりあり。9世紀前半洪水層。  

ⅠⅠⅠ・－FA層。  

Ill・－ドA下水＝ 鮎牲あり。  

As－C軽石泥土層 As－C怪石を多甜こ含む。  

As－C蝉石混二l二層卜水＝ 柚牲あり。  
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9世帯己前半以降面   

第46図 A区北側道全体図  
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Ⅵ 下川‖ほ魂渡IV追跡  

第4章 遺構と遺物   

第1節 A区北側道  

第1項 概要   

木肌査区は荒祇川の左岸に位慣する。碓認された文化層は2面であり、第1面は域l川Ⅰ‖隕石層下面、節  

2面は9州紀前判こ生じたとされる洪水層下面である。2面とも水11】跡は検‖されず、節1耐こおいては北  

東へのびる柵3粂が検山され、節2耐では、比較的大規模な満2粂を検＝した。走向は南東フナ向である。こ  

のうち1粂については過去の周辺の調査において検山されていたものであるが、今l何の訓査地区においても  

連続する串が確認できた。なお、本地l寒においては、いずれの遺構からも＝二Ⅰ二過物はなかった。  

第2節 B区北側道  

第1項 概要   

本別査区において確認された文化層は3面である。   

節1面は、戌削B畔石層下（第47図lい）である。Iiij屑担二下からは3粂（14・15・16号）の紡が検山されてい  

る。なお、浅刷B軽石個下の調査途小で、明確な文化層としては捉えられなかったものの、l1り仕以降と考え  

られる土坑群を検目している（節471軋t∴）。また、同様に水川跡の下面より、同層を掘り込む9～11仲紀代  

の集洛跡を検目した（第47図下）。さらに、この面を柑り下げて調査を進めたところ、新たな遺構を検目し  

た。この結果をふまえた上で、最一卜個において検山された遺構の一郎は弘仁九年（818）の地建にイさドうとさ  

れる噴砂にきられていたため、この面を「9世紀前半以前面」とし、その上榊にあたる面を「9世紀前半以  

降As－Ii降下以前而」とする。（第54図）   

As－C混桐は一部において確認されたものの面的な広がりは見られない。さらに、シルト上面においても  

追捕は確認されていない。   

第2項 中世面   

覆土および山土迫物よりIl卜世以降と判断された土坑は15∃．ト′トピット15基を数える。そのうち土坑12基の  

形状はいずれも隅九方形状を呈し、長径2－3Ill、短径1I11■l朴後であり、配猥状況には一定の方向性が認め  

られる。この事より、栄城としての牲楕も想定されたが、乍‖1一や副非■■．．偶の．11＝二迫物はなく、その機能耐こ  

ついては明碓にできなかった。   

以下に、中世の土坑について特徴的な9七上1二坑を取り1二げ、その形状を概略しておく。   

検川されたのはX＝38，860、Y＝一60，200である。主潮＝まほぼ共北にとる。平面形烏l明九方形、断面形は柏形  

を里する。規模は長軸2．8Ill、短冊1．2111、細認滴下の掘り込みは58cmを測る。重複では1小一16号淋を切る。  

迫物は検川されていないが、址没二l∴上脚に浅間B峰村混二1凋が碓記されたため、12・l朗己以降と考えられる。   

第3項 浅間B軽石（As－B）下面   

検川された遺構は柵3粂で、9号二l∴坑（中仙）により切られる。またA区で2粂の淋（1・2号）が検山されている  

が、走向方l了りから本道柵と同一遺構と判断される。2粂の桝が本区で3条に分かれる瓜は現道路部分下での分岐  

が想定される。覆土Il】にはAs－Ⅰうのほぼ純層が堆積しており、l埠■卜l引こ存在したものであろう。＝土逝物はない。  

・－・ltl   
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Ⅵ 下川川越渡1V追跡   

第4項 9世紀前半以降As－B降下以前面の集落   

9～11仙紀代の妹落跡では竪穴伴居跡6軒、二卜坑9兆を検目している。層位的には浅間日曜石の除去後  

に碓認されたもので、9世紀前半に発生した砂脈（哨砂痕）および浅lⅢC軽石（∧s－C）を混入する灰弗褐色  

二L屑を据り込んで桃築されている。   

住居跡   

竪穴イ三l渦潮は6軒検目した。時期は山二1∴逝物より9世紀後半から11世紀にわたるものと判断され、形状は  

艮プJ形、方形を里する。カマドの構築のノノ刊は珠確認のものを除き、すべて束カマドである。なお、1号住  

川跡は11号柵を、8号佳屈跡は10号満を切る形でカマドが構築されていることが訓査によって椰認されてい  

る。以下に住居跡の槻異について一覧表にまとめる。   

表9 B区北側道住居跡一覧  

遺構番サ   検J1  渦潤   規模（川）  
主軸  カマド  就  抜   Jl卜l二遺物   時 期  

X榊  Y軸  長軸  鰯榊   

＝〃l三川  38，850  －60，190  4．3  3．8  Nl1001工  東壁輔  11号満跡より  上帥岩闘【l．・林・架、  ，10牲紀後半  

寄り  新  征酢闘‖ト杯・難  

11号土坑より  

新  （須恵器林）   

2サ住居  38，850  －60，200  4．0  3．8  NlO201こ  東壁両  土師肘不、硯恵器羽  

寄l）   釜、灰剃陶帯椀   ～10世紀前半   

7うJ一件屈  38，860  －60，180  1・21川il立  

より斯   釜・咋、  ～10世紀前半   

伏利陶某誌塊・川L   

8片田．阜：  38，850  －60，200  3．5  3．0  N920一三  東壁申  

火   塊・瓶   ～10・世紀前半   

9サ住居  38，860  －60，200  なし   l∴帥帯難・j不・羽釜  10▼世紀後・〕巨  

～11拙紀代   

10号flミ居  38，860  －60，200  3．0  2．5  N930Ⅰて  束蛸小  ニ＝畔膵難、須恵器杯  

央   什   －10世紀前半  

土坑   

9ヨムの土坑が検山されている。調査区の小火付近に娘lいする傾向がある。平耐lラ状的には不整Il］形を呈す  

る15・41・43・44号、プ〃lラを呈する42号、杓Il川手もしくはlI川ラを呈するl・4・11・45・47一別こ分けられる。いずれ  

にも預二い＝こ浅IJりC軽石の混人が認められるものの、同B憧れは含まれていない。規模および形状的にも  

多様で牲烙は不l州である。掲賊遇物には41号二U椛Ⅲ二Lの煩恵器杯1山がある。過物よl）遺構の時朝＝ま9・世紀  

後半～10・lり∴紀前半が想定される。   

各土坑の詳細については割愛する。   

第5項 9世紀前半以前面   

9世紀前半以前面において州立牲建物跡2棟、満4粂（道路状追捕1条を含む）を検川した。このうち、  

10号満と11号柵にはさまれた部分は、道闘犬遺構と考えられる。走向はほぼ其北方向である。州立杜建物跡  

は道路状追構と平行する形で検山されており、二つの遺構はl司＝寺期に営まれ、かつ何らかの関連枠をもって  

機恍していたと考えられる。さらに、この址物跡の杜穴覆土には弘仁九年の地震に伴う砂脈（噴砂痕）が確  

認されており、9世紀前半以前の逝構と判断された。  

ー 5l－   
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第48図 B区北側道－・2号住居臥41号土坑  

ー 52 －  



Ⅵ 下相川払渡Ⅳ追跡  
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7号住居跡  

H－7－12  

∈
専
．
巴
＝
J
 
斡
 
 
 

∧ l一＝78．40I11  

烏
Z
卜
‖
J
可
 
 A L＝72．30‖1   

2111   
0  

⊥一ユ＿一。⊥＿」＿ユ＿こ」  

第49図 B区北側道7・8・10号住居跡  
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H－1－6  

H－1－7  

打バ＼  H－1－8  

H－1－12  

H－1－9  

H－1－13  

一一⊥－＼′′、－  

▼－  

ノ、－・一  

／′   

＿＿一▼  u     西  
H－1－141l   

H－1－10  

H－1－11  
0  10cnl  

Lユ＝m▼†←＿．＿＿＿＿」   
第50図 B区北側道出土遣物（1）  
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Ⅵ 下岬‖脳髄Ⅳ遺跡  

H－1－15  

H－1－18  

【‾‾（   

H－2－4   

二E旺≡：ヨニ  
H－1－19  

＼  

第51図 B区北側道出土遺物（2）  
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H－7－2  

H－7－4   

H－7－6  

工     皿  吾‾  l  Ⅶ   H－7－8  

H－7－9  

H－7－10  

第52図 B区北側道出土遺物（3）  
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Vl下脚廿越渡Ⅳ逝跡  

H－8－3  

＼  」    ヽ ＼】 ＼ ＼ 仁  

ll  

H－9－4   

D－41－1   

H－10－2  

第53図 B区北側道出土遺物（4）  
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第54図 B区北側道全体図（2）  

また、調査区西側＝こおいては大柿を検目した。  

1号掘立柱建物跡   

X＝38，860、Y＝－60，190で検山されている。主軸はほぼ真北で、規模は3川×2間、桁行7．8Ill、栄行4．Onl  

をillljる。柱穴の距抑は2．4～2．8Ill、柱穴の長径は約0．6～0．8Illで、最大では1．2nlを測る。柱痕は碓認でき  

なかった。碓認面よりの探さ約0．5川～0．7111を測る。逝物は検出されていないが、弘仁九年（818年）の地  

震による砂脈との関イ系より、9－Ⅰ胴己前半以前の所産と考えられる。   

2号掘立柱建物跡   

X＝38，860、Y＝－60，180で検山されている。3基の柱穴の配列より独走したものであるが、その方向は1号  

抑立柱建物跡と一致している。規模は東西方向が2閃帽で、2．0Illの等問である。各柱穴の径は0．6～0．8111、  

椰認面下の掘り込みの探さは0．4～0．5111を測る。  

10号溝・11号溝（道路状遺構）  

10・11号は共にX＝38，850～38，860、Y＝－60，190において検J1lされている。2本の満の走l和ま平行で、ほ  

ぼ真北から真南を指向する。検Ⅲ艮は共に約14111に渡り、調査区を南北に棚断して調査区城の外へと延びて  

いる。両側溝の断面形状は浅いU字状で、北側壁で観察される断面では、西イ別の満に2回以上の改修が観  

察されるものの、東側では観察されない。心々閃の蹄那は凡そ6‖lを測る。   

検山された状況より、この2粂の洒は道路状遺構と想定された。路面にあたる両溝の閻には平坦面が広が  

るが、同而に轍等の硬化耐は検山されていない。   

両満からのJLH二逝物はないが、来側の側溝（1．1号満）が1号住居跡に切られ、また西側の側溝が（］0号  

満）が8号住居跡に切られる点、．さらに、道路面において碓認される砂脈（噴砂痕）との関係より本遺構は  

9壮紀前半以前の構築と判断され、9・1胴己前半に発生したとされる洪水によってその機能を完全に停」l二した  

ものと想定できる。   

大溝   

本道構は調査区城の西端部で検山されている。A区の東側において検山された大満と形状および覆土の唯  

ー 58－   



13号溝  

11号溝  
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A L＝72．20m  

道路状並棉土層  
1．灰色土  安土。粘性少しありし三りあり。  

2．暗褐色土   白色粒子含み、鉄分沈着新しい。粘性かなりありし三りある。  

3・暗黒背灰秒質土 鉄分沈着あり。．As－B火山灰層。粘性なししまりなし。  

4．暗褐色土   白色粒子含む。粘性あり。し三り良い。  

5・灰褐色土   白色粒子、「辺見状遺構」部分に黄灰色土（粘性少しありし三りあ  

り）をフロック状に含む。枯性ややありしまり良い。  

6・明灰褐色土  白色粒子含む。粘性ありっ し三り良い。  

7・灰褐色粘質土 一部で淀灰色土（粘性なし。し三りなし）が縦に筋状に走る。（地震  

時の墳砂か）粘性強くし三り密。  

8．灰褐色粘質土 白色粒子含む。粘性あり。しまり良い。  

9・暗灰褐色結質土 焚灰色土（粘性あり。し三りあり）を多量に含む。粘性強くし三りあ  

る。  

ユ0．堵灰褐色粘質土 語灰色土（粘性あり。し三りあり）おょび黒褐色土（粘性やや強くし  

三りあり）をブロック状に含む。粘性強くしまり密。  

11．暗褐色土   白色粒子含む。粘性ややありしまり良い。  

12．蒋灰褐色粘質土 黒褐色ローム（粘性あり。し三りややあり）をブロック状に含む。粘  

性強くし三り琵。  

13．暗褐色土   黒褐色土（粘性なく、し三りややあり）をブロック状に含む。粘性あ  

りし三りやや強い。  

14．黒灰褐色砂質土 許灰白色土（粘性なく、しまり弱い）をブロック状に含む。黒褐色土  

（帖佐あり。し三りあり）をブロック状に多量に含む。枯性ありしま  

り弱い。  

D L＝72．30m  

E′   

L＝72．30m  
0  2m  

L  ！  

第55図 B区北側道1・2号掘立柱建物跡、10・11・13号溝 折露11   



Ⅵ 下岬川越渡IV遺跡  

税状況より同一の遺構と判断される。部分的な調査ではあったが、その走向プラ■向は北西から南東方向で大き  

く蛇行するものと想定される。帽は推定で8I11、探さは1．25111を測る。   

満は浅削C軽石を混入する褐色粘質土層面を切って構築され、棍終的に9世紀前半以降に埋没したと考  

えられるもので、その埋没状況は自然椎積が考えられる。   

山土遺物には9世紀後半の須恵脚不の完形晶が溝最下層付近にて州二1二している。  

O
N
q
蕃
‖
ト
十
 
 

④  X＝38．870＋  

X＝38．860＋  

大浦セクション 0   2Ill  

（B区南盤）  皇・・・・！  

1．伏色二l二  

2．茶崗色l二  

3．瞞掲也二巨  

‘l．峨掲也卜  

5．峨閏色土  

6．山田也．巨  

7．峨閃色二巨  

8．哨伏色上  

り．明快砂ケ／f  

lO．凋灰色二巨  

11．1州火也．卜  

12．1抑朕色二卜  

衣二】二。しまりある。  

l一】也Itイf（¢1～3】川】l）多兢、鉄分it弟多jttに合む。しまりある。  

l●】也tfれ（¢l】1川11椚炎）少九t含む。冊′l．あり。しまI）ある。  

l一】也I羊イf（¢11m刷J後）多子Itに育む。柚竹あり。しまりある。  

八s－1！紙屑。しまりある。  

柚†1．あり。しまりある。  

粘性あり。しまりある。  

酸化鉄付新。拙作動くしまり助い。  

l－1色軒れ轍‖、凡打隠什敵情に合む しまりある。  

酵化鉄付新。相性あり。しまりある。  

所々砂錯二l：企み、酸化鉄付苅（捕物墟）。柚牲あり。しまりある。  

酸化鉄付弟（刷物娩）。拙作あl）しまI）ある。  

0  liln 
」＿＿，＿，＿＿ 【 ＿＿，＿＿＿＿」  

13．明快砂牲上 根化紋付弟（¢1‖111りA卜）。しまり少しある。  

1d．1州大仏ニ1： 砂田：上倉み、倍化鉄付弟。も侶1．あり。しまりある。  

15．明伏砂軋上 川砂舟＝二なっている。しまりあり。  

柑．i州火色L  砂ア（巨少地合み、楷化鉄付新。拙性あり。しまI）ある。  

17．1州朕色ヒ  砂田▲上倉み、槽化臥仙仇 しまりある。  

10cIll   

」 「＿Tr＿＿＿＿＿＿＿＿←＿＿＿＿＿＿＿Tr＿「＝＿＝＝」  

第56図 B区北側道大溝・同出土遣物  
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第3節 C区南側道  

第1項 概要   

本調査区においては、他の調査区同様、鍵層となる浅閻B畔  

石層および91朋己前半の洪水層の碓認を念頑におきながら調査を  

すすめていたが、浅l川B峰石、洪水層の2つの鉄屑は何らかの原  

因でその堆積を稚認することができなかった。   

過構はこれらの鍵層を検IlHする目的で徐々に抑り下げを進める  

段階で、標準珊租土偶IX層前後で第1面が稚認されてい る。検山  

された遺構・遺物はその特徴より9・l購己後半代より中仙にわたる  

集落と椰認された。節1面の調査終了後、さらに確認而を抑り下  

げた結果、シルト層上面において方形周柵墓を椰認するに至り、  

同面を節2面として調査を実施した。   

第2項 9世紀代～中世   

検山した遺柵は、免落跡碓認耐で住居跡3軒、土坑21基、井戸  

跡2基、満状遺構2条、ピット多数である。各遺構別の分布状況は  

調査範囲の制約のため明瞭ではないが、西寄りに偏在する傾向が  

ある。   

井戸跡   

申他の遺構と判断されたものに2基の井戸がある。1号井戸は  

調杏区の西端部に、また、2号井戸（36号土坑）は中央やや西寄  

りで検山されている。  

1号井戸跡   

本過構はX＝38，800、Y＝－60，140で検山された。形状は平面形は  

不掛1〃l婆、断面形はlI］筒状を里する。規模は長径1．2Ill、細認面  

下の探さは約1．8】11を測る。覆土は上層でl…1然堆積を示している  

が、柵認面下約70cIllの探さにおいて、約20”30cIllの11礫が大嵐  

に＝ニヒしており、人為的な挫め戻しが行われた可能性が高い。二埋  

没状況から判断して、石糾みの井戸とは考えられない。本退構の  

下層よりノブ形周溝墓が検糾されており、本遺構よりも古い。Jl仁】二  

遺物には14世紀以降の須恵質の鉢1点が出土している。   

9世紀代後半の平安集落跡  

第57図 C区南側道全体図（1）  

2号井戸跡   

本遺構はX＝38，800、Y＝－60，130において検山された。形状は平面形はP〃杉で断面形は円筒状を呈する。規  

模は長律2．0I11、碓認面下の探さは約1．4111を測る。1号井戸同様に覆土はl当然雌横で、椰認面下約0．3I11の  

探さにおいて、約20～30cI11の円磯が大畠に山土しており、人為的な埋め戻しが行われている。9世紀後半  

の過物を出土した24号土坑と重複するものであるが、本道柵からの山土逝物はなく新Il‡憫係は捉えられてい  

ない。形状および跳没状況より判断して、1号井戸同様にl卜l仕の所推と判断した。  
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Vl下1剛lL越渡Ⅳ追跡  
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l．灰祖也ご卜  ややしまる。  

2．1Ii7伏閏也ニヒ ややしまる。  

3．岨灰砂ダf二卜 しまりなし。  

一l．相関也二巨 l！】也柑多能、伏t∫l也二1二（拙作あり良くしまる。）ブロック扶に多目  

に含む。ややしまる。  

5．硝掲也，卜  粘性ありややしまる。  

0  2Ill   
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第58図 C区南側道1号井戸・同出土遣物  

住居跡   

3仰の住居跡が検山されている。遺構はその他のものが西側に偏在する傾向にあるものの、住居跡は束側  

よりで検州されている。各位屈跡の概要は以下の一覧表にまとめた   

表10 C区南側適任居跡一覧  

検‖吊立閏  規模（111）  
長軸  カマド  基  洩   fLl二l二避物   時 期  

追構番号                      X榊  Y軸  長軸  

3号住居  38，800  －60，120  3．0  Nl1501二  5号土坑より  10世紀後半  

新   ～11世紀代   

4号住居  38．800  －60，100  6．0  N10001工  9号淋より旧  二】二伸脚不・襲、須恵  

菅謹難、灰剃陶器碗   

5号月井；  38，800  －60，100  3．5  Nl000Ⅰて  なし   なし   不明  

土坑   

検山された土坑は20基である。X＝38，800、Y＝－60，130周辺に集中する傾向がある。平面形烏円形・楕円形  

（5・21・3ト32・35・37・40号）、もしくは隅丸方形（19・20・22・23・2小25・27・28・29・30・33・34・38号）を呈する。  

このうち、隅九方形を呈するものは長軸を東西若しくは南北方向にとるものが多く、規則性が感じられる。  

‖二1二造物はほとんどみられず、資料が少ないために性格は不l‖である。   

二】二師端の杯を山土した30王‡▲土坑はX＝38，800、Y＝－60，120で検山されている。遺物より9・1掴己後半代の所産  

と考えられる。  
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第59図 C区南側道3・4・5号住居跡、同出土遺物  
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Vl下相川越渡IV追跡  
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第60図 4号住居跡出土遺物、30号土坑、同出土遺物   

第3項 シルト層上面  

1号方形周溝基（㈹溝の一郎分）   

本道構はX＝38，800、Y＝－60，140において検‖されたものである。  

9枇紀代の娘落碓認調餐後に失施した、シルト層」二面で碓認した。   

平面形状はL字に11＝がる柵であるが、隣接する木組部分のり．し  

拙滅文化財調査草葉団訓査区域において（米桝告）、割前に検＝  

されていた遺構である。呼称を方形周沸教としたのも上記の郡山  

からで、同調査団より調査時に御指導を賜っている。   

本別査区において碓認できたのは周溝郡分のl明角である。周溝  

の帽は3．1～1．311l、確認面下の探さは0．7Illを測る。   

覆土は自然靴没と判断されるもので、lトり削こ灰自也のシルト賀  

事  
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I  ）  
十Ⅹ＝ニー8．800  

シルト屑上面（1号方形周漬墓の周漬部分）   

第61図 C区南側道全体図（2）  

層がレンズ状に観察され、分析には至っていないがⅠIl・－1TAの可能性がある。   

溝の底部はコーナー付近から南西側で、北川に比べやや浅くなる傾Irりが見られる。   

出物は検州されていない。ホ噴時代前期から小期の所産であろうか。  

7  

l∫他†圭一・多人＝ニ含む。井伏色ヒ（机M．なくしまり良いをブロッ  

ク状に含む。拙作なくしまり良い。  

l∫ト也柑／・多九＝こ含む。‡．川－なくしまり良い。  

l一】也紆′・多九＝二含む。拙作ややありしまり良い。  

拙作なくしまり1lい。  

拙作動い。  

拙作かなりあり。しまり山い。  

拙作効い。   

2I11  L∴」  

第62図 C区南側道1号方形周溝暮  
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Ⅵ 下増m越渡Ⅳ追跡  

第4節 D区北側道  

本調査において碓認された文化層は3面（4期）である。   

第1面浅刑B軽石層下においては水川跡および11脚半を検州した。水川面では人や動物の足跡は検出されな  

かった。畦岬の走向は、東西および向北プJ向である。他に満5条を検川した。構築の時期は、規没土の上層  

に浅間B峰石が堆積している点より浅削B輝石降下以前の所産と考えられる。   

最も大きい2号溝については、幅約2日、碓認何よりの探さ約55c‖lを測る。断何形状は逆台形状を呈す  

る。その性格は水川耕作用用水路としての役割の仙、東西に走向する畦畔と直交する点などにより、畦畔と  

ともに水仕1区画の役割を担っていた可能悼も考えられる。   

節2耐は9・l！摘己前半に生じたとされる洪水層下の水m跡である。6条のIl鮒畔を検出している。畦畔は南北  

方向および東西方向に構築されている。また、取水施設としてⅠ脚半の間において水口が検J」1されている。   

尚、調査区西墳付近で検山した6号住居跡は平成9年度調査のJ8号住居跡である。遺物としては9世紀後  

半以降の遺物が山二t二しており、9世紀前半の洪水以降に構築された遺構と判断される。したがって、本文化  

朋よりも時期が新しくなる。   

さらに、この水lけ面では碓認されていないが、弘仁九年の地厳に伴うとされる噴砂跡が水川面の直下にて  

広穐跡に椰認された。したがって、噴砂の発生より洪水の発生までのI川には若干の時閻差が想定できる。   

節3面の浅l閃C蝉石混二1二層上耐こおいて水川跡を検川した。しかし、水田跡の過布状態は良好ではなく、  

このIl諷別の特徴である、小区画の畦畔は検山されなかった。他に溝を1条検JL＝ノている。南北方向に構築さ  

れている。  

トー＿．1            J r ∴、、、、＿・  

H－6－2   

∧ L＝71．90Ill  

6号住居跡  2Ill  

（ 【     J   ＿】  
第64図 D区北側道6号住居跡・同出土遣物  
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Ⅵ 下柑Ⅰ川越渡Ⅳ追跡  

第5節 D区南側道  

中央部分は北西方向から南東方向に帽15111杵の撹乱坑が斜方向に縦断している。遺構検出が可能であった  

のは、調査区域の東西両端部である。   

本別査屠において碓認された文化J国は2何である。   

節1面は9世紀前半とされる洪水層下水口1跡である。この耐での水田跡の通有状態は良好とはいえず、東  

西力向に断続「伽こ延びる畦畔1条を検目しているのみである。遺物はJH土しなかった。   

節2丁仙ま浅閻C泥土層下で水田跡を検山した。しかし水江Ⅰ跡の逝布状態は良好でなく、畦畔は確認でき  

なかった。やはり避物は山土していない。  

第6節 E区北側道  

本調査区において碓認された文化層は3耐である。   

第1†rii浅l川B軽石層下では水Ⅰ‡l1跡を検J．1＝ノた。蜘1さドは碓認できなかったが、満を1条検山した。走向は  

西北西で直線状にのびている。規模は上端帽が1．3～2．1】ll、下端帽0．3～0．6nl、確認面よりの探さ40～55cl11  

を測る。断面形は逆台形状を呈する。   

節2面9世紀前半洪水層下では水田跡およびIl動岬5条を検J．t＝ノた。このtl鮒岬の走向はいずれも南北方向で  

紅組状に、さらに8～10Illの等l馴南を保って構築されており、規則性がうかがわれる。   

節3面伐刷C混土層下では水江働、および粧畔6条を検＝した。いずれも断片的ではあるが小規模Il射畔と  

いう、この時代の畦‖畔の特徴の一端‡を表しているといえる。   

なお、本調査区においてHH二した遣物は、土師器ノニー●等である。  

第7節 G区北側道  

本調査区において確認された文化層は4面である。   

節1面が浅l用B昭石泥土屑に地役した■葛跡、2面がⅠIt・－FAに軌没した水川跡、3両が桟I冊C輝石混土  

屑上水川跡、4面が浅閻C輝石泥土層下水m跡である。   

第1耐の調査区中央付近で浅I期日脛石層下■阜跡を検山した。しかし、後世の撹乱の影響を被ったためか  

畝の部分は削平されており、全体的に逝布状況は良好とはいえなかった。そのため、サクの掘り込みは深い  

ところで20cI11程度、浅い所で5clll棍である。帽は約30c目測る。   

節2面ではIlI・－FA層下において水川跡を検Jt＿＝ノた。直上にはFA層が層厚3cIll程堆積しており、調査  

区小火部にすすむにつれて残存状態が良好であった。畦岬は北東～南西方向に桃築されているのを椰認した。  

帽は約1日、高まりは約6cIllを測る。しかし、東側においては後世の耕作によるものと考えられる削平の  

為に逝布状況は良好ではなかった。残存する水l1二怖iの楳商は東部71．15Ill～西部70．85nlで、地形的には大IijJ  

々扇状地の傾斜方向と一致する。水川面では、水口および水路等取水にl基ける施設は検山されず、人の足跡  

や排作痕も確認できなかった。また、水川に伴う逝物も検山されなかった。   

第3面の浅削C軽石泥土層上拍†では水川跡を検‖した。ほかの文化層と同様、調査区中央部分では避布  

状況が比較的良好であった。しかし、水l＝斬＝ま起伏が激しく後・11しの耕作の膨轡を受けていたためか畦畔や人  

の比跡、耕痕跡は椰認できなかった。また、刑査区北側と東側では後世のi■iり平を受けていたためか、水田跡  

の逝布状態は良好とはいえなかった。残存する水川何の標高は、北西70．95nl～南東70．70Illであり、15c】11  
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朴の高低差が確認された。遺物については土器片が少嘉川H二している。   

節4面の浅間C怪石混二】二層下面において検山された水l川弥は、今IDlの調査を行ったlいで、最も古い時期  

にあたる水口である。調査区では城川C軽石の純層は椰認できず、層厚約10clllのC軽石混二1二屑に拙没した  

状況で水111跡が検山された。訓査l亘のほぼ中央を東西に走る形で大浦（15号溝）が検山されたが、これが水  

川跡を破壊していたため、検川面棚は調査面積全体の2／3覆旧如こ．直まった。   

調査区全体を概観すると、水川の逝存据児の差が明瞭である。北側では、東西および南北方向ともに畦‖畔  

が構築されていることが碓認され、古墳時代に代表されるような′J、区耐水川が連続して碓認されている。畦  

畔の避布状態は南北方向は良好で平均して6～7cm、Ilこりこは10c111をこえる高まりも存在する。ただし、東  

輔方向のものは確認されてはいるものの、ほとんど平出に近い状態で残りの良いところでも2cl11稗であり、  

場所によっては途中で消滅してしまう部分も見受けられた   

残存する畦畔の帽は比校的狭く大半が40cl11を前後する備州内に収まる。また、調査区の中央にすすむほ  

ど大形化する傾向がみられ、最大で約1111に達しようとするものも椰認されている。しかし、吐畔自体が調  

査区の中で、前述の大満に切られたり、調査区外にのびているものや、途切れていたり完結していないため  

に全貌を明らかにできず、したがって小区画の個数や面稗を把握するには至らなかった。また、水I胴附こお  

いて耕作を行ったとされる起伏を碓認したが、足跡等は検川されなかった。残存する水川面の椋商は北西  

70．90Ill～南束70．45Illで、45c】ll租の高低差が認められたが 、これは地形的に大間々扇状地扇端部分にあた  

る為の自然傾斜によると考えられる。水川面では水【二はよび水路等取水に関する施設は検出されなかった。   

逝物は、古墳時代と考えられる甑底部が検州されている。   

以上、避布状態が良好であった朋査区北側とは対脚机こ洲査区来側においては後世の撹乱によってほとん  

ど消滅している状態であった。  

F∠≦≡＿i＼箪。（工、拷  

第66図 G区北側道出土遺物  
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第5章 まとめ  

今回の調査は、A・1いD・E・G区北側追およびC・I）区南側迫の「合計」7地区にわたる調査である。   

調査にあたっては、平成9年度調査および過去の周辺における調査成果に基づき、主としてAs－B層下、  

9世紀前半に生じたとされる洪水層下、IIl・－FAおよびAs－C泥土屑下等の文化層を想定した。しかし実際、  

調査の過程において地区によっては指標となるテフラが削平をうけ面的な広がりとして椰認できなかったた  

めに、当初の予想とは異なる部分もあった。ここでは調査の成果について代表的なものを概略してまとめと  

したい。   

頼も往l］すべき遺構は、B区北側追において9－1胴己前半以前の文化1面より検Jl1された、掘立柱建物跡およ  

び道路状遺構である。この二つの過構はともに1（川用己代と考えられる住居跡に切られている点や、特に掘立  

柱建物跡については杜穴が弘仁九年（818年）に発生した地厳に伴う砂脈（噴砂痕）に切られている点等よ  

り構築された時期は9－1胴己前半以前と考えられる。さらに、この二つの遺構は、恐らくほぼ時期を同じくし  

て営まれ、何らかの関連性をもって機能していたと推測される。今回の調査は一つの調査区の面積が狭いた  

め得られる資料が極めて限定され、現状はまさに「点」である感は否めない。また、仮に道路であるとする  

ならば必然的に目的地やそこへ至るルートが1用過となってくる。したがって、本遺跡の周辺環境、遺構の位  

博する延長線上に存在していた施設、道捌犬遺構や掘立住建物跡が構築された当時の■F▲増田地域の状況等、  

より多軸榊こ検討する必要がある。そうした意味においても今後の周辺地域における発掘調査の成果に大い  

に期待したい。   

また、B区北側道で9世紀後半から11・世紀にかけての塊落跡が検山され、じ区北側追及びG区北側遣にお  

いてAs－C脱土層上下面より古墳Ⅰ掛代の′＝封榔嵯畔を伴う水ll】跡を検汁＝ノた。尚、広範囲な地域において平  

安時代末期のAs一円層下耐水旧跡を検J11したが、これは荒砥川左岸の微高地に集落を、そして付近の後背湿  

地に水肝等生産城を求めるという、広瀬川低地滞における地形を生かした土地利用の特徴を示す例といえよ  

う。また、遺物についても、破片ながら純文時代晩期安行31）～3c式に比定される土器を始め、古墳時代  

前期の石田川式土器から10世紀にかけての土師器、カー沈溺がJl1土しており、この地域が長い間にわたって人  

々が生活を営んできた土地であることを示すものといえる。   

表11遺構一覧表  

時代  遺構名   Al封ヒ側道  B区北側道  C区南側道  l）区北側道  I）区南側迫  1工区北側道   G区北側道   
団  居跡  
立柱建物跡  

古  
墳  

時  2  

代  As－Ci比土  
層＿l二層   屑下   層   

方形周溝墓  
匹  居跡  6   3   

立札姓物跡  2  

平  9  20  
安  

時  3  2   5  

代  洪水層▼■卜  洪水層下  洪水層下  

As－B槙「F●  洪水屑下   As－Ii層■卜  As－B層下  
帽 陀  跡  As－BJ計IT   

田  跡  
土坑  ト1  

近  2  

仰  
匹  二戸跡  

ー70－   
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表12 B地区遺物観察表（1）  

漑   遣物   器 棚  口径・底径 帯（ 
晒   灘サ  織川）   

器形及び成・整形の鮎徴   （丑胎土⑦色調（卦焼成（動け磐  山ニヒ位階   

ロ  須恵郡 こ   （10．4）   口縁一体部は直組的に聞き、底部切り離しは州臼三  （計石英・長石・殉閃石   
3．l  1／2  ②灰褐色 ③来週元  

坊  
規没土  

5．4  

l二1縁～休部は内湾気味に聞き、底部切り離しは回  ①イイ英・長石・殉閃石   
2  須恵器 杯  （11．4）   3．2  1／2  裡没土  

5．8  

須恵器  ［＝筆10c川7iiJ後の小型称である。∩縁～休部は内  ①れ其・長石・殉閃石、褐   

3   杯   
3．5  完形      昧着        反知射こ丸みを持つ。1人j休部に利痕あり。底部切  色料（診にぷい赤橙色（さ  
5．8  り粧しは1＝他ミ糸切l）撫調准である。   来週元  

4  カー洩灘  叶川1  9．3  lI綾部－・ 郎欠才l＝l  無高子川1Lの両端を4tl旧三した耳川Lである。底部切り  （》イご】■英・長石・J膵桁、褐   理没土  

須恵器  
休部は内湾気l射こ閃き、底部の切り離しはお回賑  （》細かなホ英・長石粒   

5   杯   
5．4   休部－  

底部  
②灰色（釘還元  棚没土  

1l．7   口緑～休部は内†均し端部で外反する。高子Tは小さ  （D才丁英・長石り勺閃石   
く短い。l人用；は州．Ⅰ．㌔となるが、へラ磨きの純朋‖ま  ②賊褐色 ③酸化  

杯   6  土師器  1／2  
規没土  

相謝状に昭文を施す。回転瀦切り。  

12．0   l二l絃～休部は内湾し端部で外反する。端‡㌻は／トさ  ①了了炎・長石・殉閃石   
ロ  須恵器  
杯  5．1  l／2      昧着  

5．8  ロク日成形。   

須恵据  13．6   口繰十休部励白：線的に聞き、高相ま1．5cI】l前後で  （Dイl炎・長石・殉閃石   

ロ  8．3  l／3  規没土  
5．2  

須恵器  l二】繰”休部は内反気味に問き、高台は高さ2cI】l  ①才r炎・長石・州犬ほl、褐   
『 ■7ノー  9  

林   
9．5  完形  昧着  

什  
G．7  

口縁～休部は内反気味にl錆ほ、端台は胡さ2川  （かイニ「英・長石・殉閃石、褐   
二Lni柑謹 杯  14．7   

10  完形  居  
埋没士  

7．0  

14．9   Ⅰ二】緑一体部はl人収気味に聞き、高台は満さ2c‖l  （∋千丁其・長石・殉閃石、褐   
跡  

杯  8．2  完形  昧着  

6．6  

13．3  口綾～休部は大きく聞き、端部でさらに外反する。  
12  灰軸  6．6  
川  

抑没土  

2．8   位までで、斌部までは及ばない。   
1／l．6   口繰一体郎は1人収気味に閃き、高台は通常の形態  （訂長石 ②灰白色（釘還元   

13  灰棚 塊  
7．6  完形       昧弟  
5．0  る。底部はl■小松糸切りである。   

14  土師告 競  （19．0）  口緑部  口綾部はlコの字」状にJ‖＝肛する。伸さは0．Gcm  ①ホ其・長石㌧杓閃石、褐   埋没土      ～胴郡  である。外：械位ヘラナデ内：榊位ヘラ削り。  色粒 ②褐色 ③酸化  

15  二上伸器   ．   規没土  
楽   （188）  しl緑郎 ～胴部  口縁部は如く内湾気味に立ち【l∴がる。外：横位へ  ①れ英・長石・ノ町閃石、褐         引t川り。，人J：縦位ヘラナデ  色牧（訓育褐色（勤酸化  
須恵邪  

16   羽釜   ないタイプ。ロクl：J成形。   （卦酸化  腱没土  
～胴部   

帽14．9   わ■沈溺儲の肝ほl吊■を転川した硯である。郡相川一を  （D長石・片岩粒 ②脊灰色   

17  姫川 硯    1／2  棚没二1二  

るほどイ則l】されている。   

18  姫川  帽19．5  完形   須恵損楽の頸～仙楢川‘を転ノIlした硯である。内面  （訂ハ英・長巾・片岩粒  床弟  
硯  厚さl．0  は使用痕が観察される。   （む依色（卦還元  

19  鉄ノ」子  残長4．0 帖0．8  柄郡片  断面逆台形≠のノノナに柚部である。  規没土   

ロ  二l二師器  
休部は州巧知射こ立ち．上がl）、高≠†は面をなす。  （Dれ英・長イ■f・片岩粒   

6．4  休部－ 底  
杯  

（参伏黄色（勤椴化  理没土  
部  

■ケ  口結～休部は内酒気昧に立ち」11がる。才両ま漬け榊  ①プよ毛色・長石粒   
田  灰軸 塊  （12．5）   ll綾部  

～休部  
（む灰色（卦還元  ，裡没土  

什  l二l緑～休部は内湾気味に立ち＿l二がる。利＝ま掛ナ掛  （D長石粒   3  伏利l 塊  （13．4）  【】緑部  一休郎  （勤灰色（卦還元  
居  

規没二l二  

跡  （20．8）  l二】綾部  
羽釜  ∵胴部   

棚は土  

ニ巨帥器  （12．3）   口縁一体部は内湾し、．上位でさらに緩やかに拍＝ll】  ①れ其・長石・殉関村粒   

7 ‾リ●   1／4      棚没」二     （6．0）   する井口クU士帯である。内：ヘラナデ、外：体  （彰にぷい祖色（釘酸化    杯  4．1   郡十．位一底部手相ちヘラitiりり。  
休部は張りのある順から内湾気味に立ち⊥．がる。  （∋I】■英・長石・川閃石柏   

居 跡   
②典灰色 ③酸化   理没土  

一 7l－   



表13 B地区遣物観察表（2）  
逝   逝q勿   器 桃  l】径・戒律  
刑   番号  器商（cm）   

膵形及び成・躯形の特徴   （訓告I二②色別③焼成（む材賢  ‖∴卜位椚   

14．9  l．】縁一体部は綬くl人り文知妹に閃く。J氏郁の切り粧  （分れ英・此れ・殉閃石個   
3  須恵器  
叫、  高台欠州  ②灰色（卦還元軟質  1服災二1二  

（5．5）  

勾’川県膵  

4   杯   一体郎   
②伏色（卦還元   姓没ニ11  

l二1練一体郡は緩やかに内約し、期郁でさらに外反  ①れ英・長ポ粒   

5   須恵郡 杯  （14．4）   1／2  拙没二L  

5．6  

須ラ武器  ロ綾十休部は絨やかに囚消し、錯用l；でさらに外反  ①J遺ポ・イこ】‘炎・殉閃右胸：   
昧弟  

7  

■り‘  口縁～体制は碩やかに囚消し、摘郡でさらに外反  （Dイr炎・成れ粗   

7   須恵器 杯  （16．0）   1／2  理没．・卜  

任  6．3  イむ川されているtっりクロノ鋸杉。   

（13．3）  
8   伏軸  塊  「l縁榔 1／2  lI綾十体椰は聞き比膜的洩く 紬の・剛l】はl人J外と  （D1逼イ一粒   拙†災二1二   

（3．3）  

跡  底部  鵡‡rは三l二＝‖訳を．里し、l人」外の制は廿然剰である。  （D畏れ粒  
9  扶剰  （卦灰色（釘還元   理没土  

川L   （1．5）  

l二l絹こ郎は姉郎でさらに外反する。高台はl晰面三l】  ①畏れ拙   
1／3  （卦灰l‘l色（参未遊元  10  伏剰l 川1  （17．6）  粧没二1二  

3．1  
口綾部はl人J付（し端部は面をなし、胴部は張りがな  （Dイ】‘炎・戒イイ粒   

トl綾部  円  わ■り出菅詩 羽釜  （20．0）  ②昭依色（計還元  
ー胴部  

理没二仁  

勾■は軒端  lJI綾部は内相し拙郡は仙虻なし、胴部は服りがな  （Dイ】▲炎・長イト紺．■．．川‘宇㌻粒   

12   二十」iた   
1／3  （参灰l三t也 ③還元   昧新  

勾■（恵岩詩  ll繰－イ宥裾は内消し刑部に杢る。砥部の切り離し  （D1壬イニぃれ英り制札石板   
（さ灰褐色（釘酸化  規没二1∴  

‾／J‘  

8 1 杯   l／2           （8．0）  
5．0  

紬の鶴川はlノ、J外のノ舶附こまでは及ばない。誠子手の  （∋長れ   

住  J火三紬 塊  8．2  底郡 1／2  州没土  
姫ヘラ削l）。   

居   野津1；径は7．9c】llあるため長頸抽ではなく広lI貼と  （訪甘〃・M色粒（参灰11色   
伏剃  

3   広ll瓶  
斬郡      理没．上   

に外郎は弁朝i、l人用；は．上付二とする。   還元   
l二條鋸邪は綾やかにl人J湾する。底部の切り離しは同  （D昆イごぃれ炎・殉関村制   

ロ  須恵邪 林  10．】   3／4  （釘距椙色 ③来週元  抹消  
2．7  

9  J克郎  須恵邪  ①長れ・れ虻・殉閃石尉  

2   杯   9．2  1／2   
（D明赤褐色（卦来週元  抹消  

号  
（22．8）  口線榔は如く外反する。舛：柄杓：ヘラ】l川り、囚  （D昆イトイ】■炎・川閃石・崗   

什  l二I綾部 ～胴部  カマド  
（10．0）  

居  21．7   
4  須徳一舘  

l二1縁郡は】ノ、J剛し刑部は面をなす。胴部は根りがな  （Dl逼イr・イ丁炎・殉閃石∴H   
l1綾部  

羽 釜  
カマド   

跡  週元  
l「】縁－イ両肘ま碇鮎川勺にIぅりき、il■Jjナナは2…以■卜あ  ①艮イトイ】‘炎・殉閃石料   

5  カー（）よ音詩 叫、  16．0   l／2  カマド  
6．6  

l二】練～休部は此奴的に聞き満珊でさらに外反する。  （D撲イトイ日程・川閃ほ   

杯   10 ▲′7  3／4  ②槻ノ火色（卦来遊元  1里没ニIl  

5，5  
什  
居  

胴一底部は行の小さな底郁より綾くl；とjく。外：縦  ①1壱イトイ〔英・殉閃ほ‘   

跡   
5．6  胴■F欄ト 砥部  州i弦二ll  

競  

41  ll嶽一体郎は直鵡㈹に聞き鍼郡でさらに外反する。  （D長イ＝トイ「其・川閃√】‘   

▲ウ‘  杯   須恵菅詩   （12．6）   l／3  ②l甘灰色 ③来週元   昧邪  
5．3  

ロ   須恵器  口繚～体郡は緩やかに内湾し、掛郡でさらに外反  U長イ＝ぃれ其   
l  6．8  完形  

J不   
する。孫みがひどい。底部の切l）離しはイrl帥虹糸  埋没土   

ノく i押  6．2  切りである。   

表14 C地区遺物観察表（1）  
逝   逝物   器 種  ll径」舟径  
桃   番号  ㍍き形及び成・）擢形の伸徴   

舘商（cm）   
（カナJfT二1二（計色別（む址成（む付刊  川二l．・．位椚   

土師郡  （Dイ】■英・川l某拓▲粒  

‾リ‘  叫、   一休郡   
⑦ll洋茹‘褐也（訂酸化   州没．十  

什  l二一緒那は如く立ち上がり、人きく刷耕しない。l人J  ①れ英・川閃石・崗色粒   
居 跡   l二ほ鋸邪片  ②荊樺色（釘酸化   州没二卜  

塞   

ー72 －   
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表15 C地区遣物観察表（2）  
追   追物 番 
構   ・り■   器形及び成・堆形の朝敵   （∋眼目二（訂色別③焼成（わ相賀  州二1二位椚   

昔紺＝cm）   

高自火川、砥部胡頻用則しはl坤転身沌い穴   ①イイ炎・長イニト川憫肌  
l  ＝帥郡  底郡  （彰l肝炎色③酸化   

′1  杯   珠弟  
（2．0）  

．l●ii千丁は三t＝トl人をjiをし、l和代邸の利＝まIM叛舶であ  （DJ適才】‘   
／ノ■  （参灰色（卦還元  拙没二上  灰剃 晩  7．4  J舶キl； 1／2             る。  
往  20．8）  l」緑部   ll縁郁は如く立ち．．卜がり、人きく刷研しない。l人J  （訂甘〃・川閃佑∴鞄ほ雄   3  ＝帥媚  （  ニ仁 釜   ～胴部  ：桃位ヘラナデ、外：縦位ヘラ削り。   
居  （計貯橙色（丑酸化  沫新  

（6．6）  

跡               4   
≠1■i蝕、骨片  砥部  

（各班色（丑還元軟質   昧弟   
競  （1′l．4）   1／4   

こぅ0  10．7）   口緑～休部は綾やかにl人J湾し、期椰でさらに外反  （訂はわ・れ其・殉関れ粒   
ノj▲  須恵器  5．7  l／：う  （参批l’】色（参来遊元   

叫、   抹消  
ニ】二   ：う．0  

23．9   什l】の鉢である。l▼l縁一体郎はl人」反気味にIjりき、  ①畏れ・イr英・片岩鼎   
▼／■   ≠l■りlミ質  剃郎で小さくlノ、」反するl二Jク‖成・脆形を基本とし  （勤肝灰色（奉還元   

鉢   10．4  3／4  理没二l二  

J二l  により沼沢である。底部は回転糸頻用である。   

表16 D地区遣物観察表  
追   追とI勿   岩謹 椰  lてl律・底径  

椚   照サ  帯織（c川）   
器形及び成・躯形の鼎徴   の胎二卜（参色調③焼成泊）相賀  山⊥位椚   

（15．7）   
G  

l」縁一休郎はわずかに膨れてl捌き、端部でさらに  （∋長イト崗色粒   
l1綾部 ～鱒用i；  カマド  

リノ 杯  

＝綾部は「コのr｝：」状を．里し、届‖‖郎は沈練がな  （Dイト英・J塗√ト州刈イト褐   

凹 居 跡   規没」二  
架   

表17 G地区遺物観察表  
．肌   潰物 ■  ・昔話 仰  l闇㍉底径  
隅   酢号  端骨H川1）   

据形及び収・賂形の鼎徴   （捌臍ニ1二（令色調（さ焼成④相賀  川上†打田   

ll綾部は端朝で小さく捕り川けノタられる。l動転ヘラ  （D長イ欄た   

ロ  ≠j‘l止■こ繹 諒  l（う．1 （2 口縁郎 】d  （卦灰色（事還元軟質  
／  

粧没土  

‖  
．5）  

il■いトは田川l三：l＝‖人をなす。紬はlノ、けい山号lほでは  （D長イイ規   

2   （かノ火色 Q）週元  1町史」二  
ノ火紬 塊  

跡  
l人」：l甘心llけ1て」ミ・、外：平行明き。   

須旭・膵  
①長イ「轍（計押収色（附rli  

仙川lり1■  は2ノヾ・‖（釘週・元   規没二し二   
雄   

表18 遺構外連物観察表  
班   漬物   器 椰  l】径・底径  

隅   肺号  器満（cl11）   
朴形及び戒・躯形の鼎瀾   （n臍ニヒ（む色別（計焼成④材質  川卜偉：椚   

ロ  剥片れ  長さ10∴う  充形  縦長剥片を側面に調粟を加え、刃郎を形成した硬  ④安山芋㌻   7号什  

器   幅5．2  川根のある刺‖イⅢ県  粧没土  
拙文土  沈練で1メニ切られた拙文満せ放す。rくのごト」状に  （D長イト′r】l札れ   

2  
破片  X＝38．860  

浅鉢  力‖■ご■1利Ii2ラ・㌧。   1′＝一60．1り0  

拙文土  ①れ英・張れ・崗色舶  
3   裾  ＝綾部汁   X＝38．860  

深鉢  洩る。地文は無節拙攻である。晩期安打3l）～：う  Y＝－60．210  

C二八亜行か。   

ll縁郡は彼状とな1）、その州には抑圧された貼り  ①イ】‘炎・畏れ・祖色・川閃   
痛が施される。l棒針価文相珊にはり瓜」ノミに臓l川一iし  

剋  拙文斗  た部分と縦位の†糾り形沈拙文、弧状沈拙攻で構成   
ノl  l】縁～胴  

7サ什  

情  探鉢  郁  。i 理†染二l二  

節糾文である。3とl叶形式と想われる。l軋朋安行  
外  3l）－3C式亜行か。  

弥∠巨l二  柵l棚人二l二八で洩状■文を施し、浮文を貼りつける。  （D才f炎・J逼イト州）こ】イほよ   

潰  仙HⅥ；H■  ②部将色（釘酸化  ユ0サ往  

難  床弟  

物  弥什∴卜  榊l州尤二l二Jと▲で彼状文・工船】人文を施す。楢式J昔註。  
河浦研一  （訂錐祖色（丑酸化   ZりイⅠ‡  裾  

競  ＿卜屑  

＝綾部烏lくの字」状に仙川し、拙郎に刻みを人  （D長イト裾色粒   
7  二上伸岩謹  口柑椰什  ②黄相褐色 ③酸化  

7・け住  

架  理没土  

l】緑郎はl‾くの字．」状に仙川し、胴部は侶球〕lうを  （D長石・祖色鼎   
8  1川刷捕  ll掲朝川▲  7▼り・什  

幾  規子弦二L  

ロ  ニl．■．仙帯 鯉  lミi．‘l   
l」相即はlくの字巨扶に仙川する。7I，－ぅ・し二1二糾律詩。  （D長†ト褐色舶  

（劃火勒色（勤酸化   
8サ什  

Il縛潤りl▲  
理没．七   

－ 73一   



表19 遺構外連物観察表  

適   逝物   菅詮 柵  口径・底径  
構   番号  帯商（cm）   

器形及び成・整形の特徴   ①胎土②色調③焼成④材質  川二卜位階   

口綾部はIS字」状に屈Illける才‖Ⅰ川l式二日膵であ  ①れ英・長ポ・殉≠石粒   
土師捕  

10   台付粟  
ll緑部什  ②典樺色 ③酸化  ∧s－Ci兄上  

n  
脚部は膨れ気味にIiりき、端部で面をなす。内外紺  ①長才Tf・褐色粒   

脚部  ②貯樺色 ③酸化  
X＝38，870  

か付鯉  ．  Y＝－60，190  

12   
脚部と林部との接合には粘二I二の光明が観察され、  （訓二r炎・長イイ粒  

適  満杯  肋嘲；           抑留泄＝ま刷毛Il別解される。内外赤彩。   （む寸々褐色（釘酸化  
X＝38．870  

Y＝－60，190  

構  13  土師器  底径の／」、さな帆である。札は単札で直往1．2cnlで  （砂丘炎・長石・殉閃石蘭   
4．4   底部  ②弗樺色 ③酸化  ∧s－C汀Lヒ  

外  甑  
l引計他  円筒旭翰片と思われる。内外刷毛‖調紫である。  （餌了英・長石・片岩粒  

適  破片  ②茶褐色③酸化   
2号瀧  

輪  規没二t二  

物  須恵帯   10．8   口綾部は由：線「机こ聞き、底郡切り離しは回転糸切  （D千丁共・長石・褐色粒  X＝38870  
四  2／3  ②樺色（卦酸化   

3．2  
Y＝－60．190  

有給塔  長さ（21．9）  空風輪である。空輪頂郎は欠糾している。空輸は宝珠形、風輸は輪状を里する。   ∧s－】3下  
16               空風強  帽14．9  火輪に接続するほぞは長さ5．5cm、帽8．Oclllである。④机粒安11僧  
川途不  線別により縦線1本と横線2本埴位が2本で区画される杖状の①緑源1－岩であ  

17  破片  
X＝38．鎚0  

矛r製■打】  
Y＝－60，200  

18   絨 貨  lrJ径：2．5c川 カ径：0 1ミl亘  
．6cl11   ∧s－1！水＝   

－ 7′l－   



下増田越濾Ⅳ遺跡  

1 過跡遠景  

2 A区北側道As－B下面全景  3 同 As－B下面1・2号溝  

4 同 9世紀前半以降大溝  5 同 As－B下面 A区北トレンチ   



下増田越渡Ⅳ遺跡  

1 作業風景  2 B区北側道 A＄－B下面14～16号溝  

3 同1号住居跡  4 同 遺物出土状況  

6 同 2号住居跡  5 同 カマド近景  

8 同 7号住居跡   7 同 カマド近景  



下増田越浪Ⅳ遺跡  

1 B区北側道8号住居跡  2 同 遣物出土状況  

3 同 9号住居跡  4 同10号住居跡  

5 同 41号土坑  6 同 9世紀前半以前面1号掘立柱建物跡  

7 同10・11号溝（道路状遺構）  8 9世紀前半以降大溝   



下増田越渡Ⅳ遺跡  

図
版
2
0
 
 
 

C区南側道全景  

3 同 遺物出土状況  2 同 1号井戸跡  

■＼ヽl  

5 同 士層堆積状況  4 同 2号井戸跡  

7 同 4号住居跡   6 同 3号住居跡・5号土坑  



下増田越渡Ⅳ遺跡  

1 C区南側道5号住居跡  2 同1号方形周溝墓  

4 D区北側道As－B下面全景  3 同 士層堆積状況  

6 同 9世紀前半洪水層下面全景  5 同 6号住居跡  

8 同 As－C混下面全景   7 同 9世紀前半洪水屑下面水口  



下増田越波Ⅳ遺跡  

図
版
2
2
 
 

2 同 As－C混下面全景  1 D区南側道9世紀前半洪水層下面全景  

4 同 As－B下面4号溝土層堆積状況  3 E区北側道As－B下面全景  

6 同 士層堆積状況  5 同 9世紀前半洪水層下面全景  

8 同 As－C混下面畦畔   7 同 As－C混下面全景  



下増田越濾Ⅳ遺跡  

図
版
2
3
 
 
 

1 G区北側道As－B下面基本堆積土屑  2 同 As－B下面畠  

3 同 As－C混下面水田跡  

6 同 As－C混下面15号溝  

8 同 As－C混下面水田跡  7 同 As－C混下面畦畔  



下増田越濾Ⅳ遺跡  

H－1－7  

H－1－12  

H－1－11  

H－1－16  

B区1・2号住居跡出土遣物   



下増田越濾Ⅳ遺跡  

H－7－3  H－7－1   

H－7－6  

▲
某
軋
 
 

H－7－10  H－8－1  H－8－3  

H－9－1  

H－10－1  

H－10－2  

大浦－1  

畠－3   

l－1－1  

B区 7～10号住居・41号土坑・大溝、C区30号土坑・1号井戸、G区畠出土遺物  



下増田越渡Ⅳ遺跡  

．．、て‥■L二‾  
譲評仰山■－ ■寧 ■  

遺構外5  遺構外6  

遺構外10  

遺構外11  

◎  
遺構外18  遺構外14  遺構外12  

遺構外17   

遺構外出土遺物  



抄  録   



所収遺跡名  種 別  主な時代  主  な  迫  構   主  な  遺 物  特記即耳（   

徳丸高嶋lI  l卜世  弥生以前  l卜l比耐 堀2条、二l∴坑，12兆、貼  丑愉塔火輪郭・羽目  

追跡  鮒跡  3粂  火舎   

水川跡   浅川B峰石下仰舶畔2粂、二卜  

坑1基、ピット5基  

弥生時代以前面柵3粂、二1二仇  

1基、ピット15基  

徳丸仲川ⅠⅢ  中世  弥生以前  ■目し鳩て†跡検山面 柵4粂、ピッ  わ鋸  

遺跡  飾跡  ～lいⅠとし   ト23基   二11帥岩昔（台付難・襲）  

水m跡  音別りB峰石下面 溝20条、畔岬  須恵岩謹（杯）  

39粂、土坑2兆、ピット28  土師賀焙烙  

基、水川跡、慢穴遺構二l  ′酢附幾  

lり川棚細了邦状迫柵二1条  瀬戸焼香炉   

浅削C蝉石混土層下面淋11  

条、吐畔3条、土坑7基、  

ピット16基  

弥生‖寺代以前面沸19粂、二l∴仇  

48基、ピット10基、不明追  

柵14  

酉酋尺司Ill  弥址以前  浅刷C泥土層下耐 柵5粂、鋸  二＝軒端（台付幾・盤）  

遺跡  ～中仙   1粂、二l∴坑2基、ピット9  

基  

弥生時イセ以前面柵1粂、二1∴仇  

5基、ピット12基   

‾■lり削ⅠⅠ   水田跡  平安   吐畔・道路状逝構・満   ナシ  

常木Ⅲ追跡  ～近世  9世紀前半洪水層、Il軋畔3粂  

近・世以降の土坑3基、満7粂（迎  

路状遺構含む）   

下岬仕l   水仕Ⅰ跡  弥姓以前  中仙面 二l二机15基、ピット15基  剥片石器・縄文土帯（浅  

越漉1V遺跡  
浅削B軽石下伯i柵8粂、水＝  鉢・探鉢）・弥±l三土岩音  

～小世  
跡、■■…1跡   （弛）・円筒埴輪・土師  

9世紀前半洪水層～小・肛面   菅謹（杯・楽・台付粟・高  

満2条、土坑21基、ピット  

多数、仲居跡3軒、井戸2  耳川L・羽釜）・須恵賀  

基  
鉢・灰利＝喝甘詩（塊・JIIL・  

9聴紀前半洪水層下面満（i  
山二二l瓶）・政和過賞・正  

粂、畔畔12条、什居跡7朴、  輪耶空風輪・姫川硯・鉄  

土仇9基、州立地物2棟  ノ」子  

シルト上面ノブ形用溝朱1基  

浅刷C軽石上面・下面水‖   
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